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昭
和
十
四
年
の
夏
、
吾
園
電
力
界
は
異
常
渇
水
と
石
炭
入
浮
難
を
原
因
と
し
て
q

未
曾
'

有
の
電
力
飢
僅
に
直
面
し
、
，
事
獲
下
軍
需
生
産
に
甚
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
嘗
時
官
民

共
に
死
力
を
謹
し
も
こ
れ
が
針
策
に
腐
心
じ
、
漸
く
翌
年
三
月
下
旬
の
零
溶
け
時
と
共

に
、
一
先
づ
電
力
制
限
を
解
除
し
た
の
で
あ
る
が
、
爾
来
火
力
設
電
用
石
炭
は
、
事
挺
の
準

展
と
共
に
、
弐
第
に
入
手
困
難
の
度
を
加
へ
、
山
次
官
一
の
低
下
は
、
火
力
設
備
の
機
能
低
下
を

招
来
し
、
終
に
水
火
併
用
に
よ
る
電
力
の
経
済
的
建
用
の
根
幹
を
揺
し
、
降
雨
量
の
如
何

が
、
直
接
護
電
力
に
影
響
を
及
ぼ
す
様
に
な
っ
た
。
従
っ
て
渇
水
時
に
於
て
は
必
然
的
に

電
力
制
限
を
儀
儀
な
く
せ
ら
れ
つ
〉
、
年
々
こ
の
朕
態
を
繰
り
返
す
こ
と
と
な
っ
た
計
り

で
な
く
、
需
用
の
増
大
止
共
に
電一
力
制
限
の
度
は
年
毎
に
加
重
せ
ら
る
〉
の
み
で
あ
る
。

大
東
亜
鞍
字
下
、
電
力
需
給
の
不
均
衡
が
、
吾
園
産
業
へ
興
へ
る
深
刻
の
影
響
に
鑑

み
、
こ
れ
か
根
本
的
針
策
を
樹
主
し
、
電
力
不
足
の
犠
牲
を
最
タ
限
度
に
止
め
、
以
て
生

産
蹟
充
に
支
障
な
か
ら
し
む
る
事
は
念
務
中
の
念
務
で
あ
る
。

元
来
、
五
口
町幽
に
於
け
る
水
力
議
電
所
の
年
開
設
電
朕
態
は
、
一
般
に
電
力
需
用
朕
況
と

政
行
し
、
聖
水
期
に
於
て
は
電
燈
鈷
火
時
間
の
短
縮
、
工
場
配
給
資
材
の
減
少
等
に
よ
っ

て、

電
力
負
荷
は
減
退
し
、
逆
に
渇
水
期
河
川
の
澗
渇
す
る
迄
に
至
り
、
需
用
は
念
激
に

増
加
し
)
年
々
こ
の
扶
態
を
繰
り
返
す
の
で
あ
る
。
従
来
こ
れ
が
封
策
と
し
て
、
幽
旦
水
期

の
需
用
開
拓
を
測
る
た
め
、
所
謂
季
節
電
力
料
金
の
設
定
等
に
よ
り
特
殊
.
需
用
を
喚
起
す

る
一
面
、
年
間
最
大
電
力
に
針
庭
す
る
た
め
、
次
力
設
電
所
或
は
貯
水
池
の
建
設
に
よ

闘園闇臨盟国間国

り
、
水
力
議
電
所
の
経
済
的
運
用
を
篤
す
、
所
謂
火
水
併
用
策
を
執
っ
た
の
で
あ
る
。

、、

然
る
に
現
在
の
如
く
火
力
設
電
所
の
機
能
低
下
す
る
に
於
て
は
、
水
力
設
電
所
の
九
五
能

力
を
設
揮
す
る
た
め
に
は
、
年
間
負
荷
の
調
節
を
測
り
、
電
力
需
用
高
を
護
電
力
量
に
一

致
せ
し
む
る
以
外
に
途
は
な
い
。
即
ち
電
源
の
調
節
機
能
の
低
下
に
代
り
、
負
荷
の
調
〆節

、を
一貫
施
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
電
力
調
整
令
の
公
布
は
、
こ
の
趣
旨
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。
聖

水
期
に
於
て
も
)
殊
に
毎
官
午
後
十
時
頃
以
降
は
、
電
燈
負
荷
誼
に
工
場
負
荷
共
に
念
激

に
減
少
し
て
、
河
川
を
徒
ら
に
放
流
す
る
の
止
な
な
き
に
至
る
の
で
あ
る
。
卸
・
九
深
夜
間

に
於
け
る
電
力
需
用
を
喚
起
し
、
か
か
る
無
数
放
流
を
防
止
す
る
事
うこ
そ
電
力
不
足
針
策

と
し
て
、
極
め
て
遁
切
な
る
事
項
で
あ
る
。

電
力
界
の
現
献
を
見
る
に
、
久
、
J

季
潟
水
期
に
於
て
は
電
力
制
限
の
苦
杯
を
嘗
め
つ
〉
、

豊
水
期
に
至
れ
ぼ
?
水
力
無
数
放
流
の
朕
態
に
あ
る
は
、
戦
時
下
に
於
て
誠
に
遺
憾
に
堪

へ
な
い
。
殊
に
深
夜
間
に
於
て
こ
の
傾
向
は
著
る
し
い
の
で
あ
る
。
幸
嘗
局
は
か
〉
る
朕

況
を
深
く
憂
慮
し
、
昭
和
十
七
年
度
に
於
て
は
、
寓
難
を
排
し
、

堕
水
期
深
夜
間
電
力
の

滑
化
策
に
封
廃
す
る
事
と
な
っ
た
。
誠
に
機
宜
の
庭
置
と
し
て
慶
賀
す
べ
き
で
あ
る
。

即
ち
深
夜
間
電
力
利
用
の
た
め
、
「
電
力
利
用
強
化
期
間
設
定
」
に
就
て
、
去
る
四
月

一

。
日
富
局
よ
り
弐
の
設
表
が
あ
っ
た
。

聡
途
ト
動
力
等
ト
ガ
、
恰
モ
機
械
ノ
歯
車
ノ
ヤ
，W
一
一
柑
筒
リ
相
扶
ケ
一
ア
、

太
東
亜
鞍
争

遂
行

ニ
必
要
ナ
ル
生
産
ノ
増
強
ガ
唯
一
メ

ラ
レ
テ
居
ル
ノ
デ

ア
ル
ω

〆1 

一-2 



政
府

三
別
途
敬
一時
聡
迭
強
化
期
間
ヲ
設
定
ス
ル
コ
ト
、
ナ
ツ
沼
山マ
ガ
、
今
回
之
一
一
泣
行

恥シ
テ
、
四
月
ヨ
リ
六
舟
ニ
至
ル
三
ヶ
月
間
、
日
本
内
地
一
一
於
一
三
電
力
利
用
強
化
期
間

ヲ
設
定
賞
施
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
ツ
タ
。

日
本
内
地
ノ
電
力
ハ
、
其
ノ
締
徴
ト
シ
一
ア
、
豊
水
期
間
ニ
於
テ
ハ
、
夜
間
相
嘗
ノ
飴
剰

電
力
ヲ
残
シ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
ル
ガ
、
潟
水
期
間
特
一
プ
各
季

一
一
於
テ
ハ
、
相
首
ノ
電
力
制

一一深夜電力の利用についてー十

限
ヲ
篤
サ
ザ
ル
ヲ
得
ナ
イ
朕
態
デ
ア
ル
。
特
一
一
昭
和
十
七
年
度
ハ
、
特
殊
事
情

一一基

キ
、
或
ハ
夏
季
ノ
渇
水
期
一
一
於
テ
モ
、
相
首
ノ
電
力
制
限
ヲ
篤
サ
ザ
ル
ヲ
得
ナ
イ
事
態

ガ
起
ル
》
モ
知
レ
ナ
イ

ノ
デ
、
政
府

ハ特一一

重
要
因
防
産
業
一
一
割
シ
第
二
四
半
期
ノ

饗
水
期
一
一於一
三

徐

刺
電
力
ノ
利
用
ヲ
徹
底
的
ニ
強
化
シ
、
園
防
産
業
〆
生
産
ヲ
増
強

シ
以
テ
渇
水
期
間

ニ
於
ケ
ル
生
産
減
退
ニ
備
フ
ル
篤
、
基
金
〆
態
勢
ヲ
整
へ
ン

ト
ス
ル

モ
ノ
デ

ア
ル
。

然
シ
乍
-
フ
)
飴
剰
電
力
ノ
存
在
ス
ル

ノ
ハ

)
豊
水
期
ト
雌
モ

主
ト
シ

テ
夜
間
デ
ア
ル
カ

一
フ
、
之
ヲ
使
用
ス
ル
篤
一
一
ハ
、
務
務
管
理
等

一一付
テ
モ
、
特
別
ノ
配
意
ヲ
必
要
ト
シ
、

其
ノ
他
種
々

ノ
困
難
ヲ
伴
ア
ノ
デ
、
従
来
之
一ガ
利
用
ニ

遺
憾
ノ
黙
ガ
ア
ヅ
タ
ガ
、

大
東
ー
，

亜
戦
争
完
遂
ノ
篤
一
一
ハ
、
汎
有
努
力
ヲ
傾
倒
シ
、
高
難
ヲ
排
シ
'テ
之
ヲ
断
行
セ
ラ
レ
ン

'コ
ト
ヲ
、
闘
係
業
者
一
一
強
ク
希
望
ス
ル
弐
第
デ
ア
ル
。

"
政
府
一
一於
テ
ハ
、
右

一一
関
シ
深
夜
間
ニ
於
ケ
ル
電
力
使
用
ヲ
増
加
シ
、
絵
剰
電
力
ノ
消

'

化
ニ
寄
興
セ
ル
モ
ノ
ニ
封
、
Y

一
ア
ハ
、
特

一一
低
率
ナ
ル
料
金
ヲ
以
テ
、
電
力
ヲ
供
給
セ
シ

ム
ル
λ

勿
論
、
之
等
ノ
熱
意
ア
ル
企
義

一一
軒
シ
一
ア
ハ
、
主
(
ノ
賞
績

一一ヨ

リ
将
来
ノ
生
産

増
強
ニ
閥
、
三
電
力
ノ
配
嘗
ニ
於
テ
、
特
別
/
取
計
ヲ
篤
ス
コ
ト
ヲ
モ
考
慮
シ
テ
居
ル

弐
第
デ
ア
ル
。

本
期
一
同
ハ
四
月
ヨ
リ
開
始
セ
ラ
レ
ル
ノ
弐
ア
ル
ガ
、
之
ガ
賓
施
メ
細
目
ニ
付
一
ヂ
ハ
、
各

聴

ニ
於
テ
目
下
鋭
意
準
備
中
デ
ア
ル
カ
一
フ
、
近
ク
政
府

一
一
於
一
ア
特
一
三
摺
産
ヲ
必
要
ト
ス

ル
特
定
ノ
工

場
一
一
針
シ
、
夫
々
具
践
的
指
示
ヲ
行
フ
議
定
デ
ア
ル
。

政
府
ハ

、
産
業
関
係
者
ハ
勿
論
、

国
民
ノ
全
般
的
協
力
一
一
ヨ
リ
、
所
期
λ
目
的
ノ
貫
徹

セ
ラ
ル
ベ
キ
ヲ
期
待
ス
ル
次
第
デ
ア
ル
。

右
の
趣
旨
に
よ
り
、
六
月
三
十
日
に
至
る
三
ヶ
月
間
を
)
特
に
電
力
利
用
強
化
期
間
に

指
定
L
、
需
要
因
防
産
業
の
生
産
増
強
を
測
る
た
め
、
特
定
工
場
に
封
し
、
深
夜
間
電
力

の
使
用
を
翻
奨
L
、
要
す
れ
ば
、

一
、
原
材
料
其
の
他
所
要
物
資
の
配
給

一
、
努
働
時
間
の
延
長
、
又
は
勢
務
者
の
割
嘗

一
、
必
要
物
資
の
.特
別
輸
送

一
、
低
率
電
力
料
金
の
設
定

等
に
つ
き
3

閥
係
官
鹿
間
の
緊
密
な
ーる
蓮
絡
に
よ
り
〉
特
別
の
考
慮
が
排
は
れ
ゐ
事
と
な

っ
た
の
で
あ
る
Q

将
来
は
、
各
電
気
供
給
事
業
者
溺
自
の
管
業
方
針
に
よ
り
1

主
と
し
て
料
金
政
策
の
み

に
よ
り
ぺ
儀
剰
電
力
の
消
化
を
企
聞
し
た
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
如
き
強
力
な
る
統
制
経

済
の
賓
施
せ
ら
れ
て
居
る
際
は
、
資
材
勢
力
共
に
、
閣
家
の
統
制
下
に
あ
る
，の
で
、
車
に

料
金
政
策
の
み
に
よ
っ
て
、
深
夜
間
電
力
の
消
化
を
測
る
も
，震
現
困
難
な
の
は
必
然
で
あ

る
。
然
る
に
上
越
わ
如
¥
各
産
業
に
封
L
1
主
管
官
聴
が
積
極
的
に
督
闘
指
、導

す
M
Q

事
一

一一一一.;)， 一一一τ

は
、
.
そ
の
殺
来
多
吉
も
の
と
信
守
る
。

本
期
間
に
於
け
る
深
夜
間
電
力
の
供
給
方
針
は
、
毎
日
午
後
十
時
よ
り
、
翌
朝
午
前
六

時
に
至
ゐ
入
時
間
を
限
り
、
通
常
朕
態
以
上
に
増
加
せ
る
使
風
電
力
量
に
封
じ
1

特
HK

低

懐
な
料
金
を
以
て
供
給
せ
ら
る
〉
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
期
間
中
は
、
毎
日
の
供
給
が
保
殺

せ
ら
る
〉

か
ら
、
僚
令
渇
水
の
場
合
に
於
て
も
、
日
本
護
送
電
株
式
色
吐
は
、
火
力
設
置

所
に
よ
っ
て
電
力
の
補
給
を
し
て
も
、
供
給
は
縫
積
せ
ら

K
て
、
所
謂
深
夜
間
常
昨
電
力

と
な
る
の
で
あ
る
。
向
電
力
需
用
者
の
希
望
に
よ
り
)
場
合
に
よ
っ

τは
、
九
月
三
十
日

記
供
給
が
縫
績
せ
ら
る
〉
乙
と
と
な
っ
て
居
る
0

・1

L

・
1

一
般
に
、

際
夜
間
電
力
の
計
量
そ
如
何
に
す
る
か
は
柑
嘗
議
論
の
飴
地
が
み
る
が
ふ
蹄

東
配
電
株
式
曾
祉
の
算
定
方
法
を
示
せ
ば
大
略
失
の
遁
り
で
あ
る
。

一
、
毎
日
午
後
十
時
よ
り
、
翌
朝
午
前
六
時
迄
の
期
間
の
、
普
通
朕
態
に
於
け
る
、
使

凋
量
七
っ
き
最
註
の
賓
績
等
を
基
準
と
し
て
協
定
す
る
。

J

働

J 

， 

. 
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一
、
各
需
用
家
に
於
て
は
、
毎
日
午
後
十
時
及
翌
朝
午
前
六
時
の
二
問
、
積
算
電
力
計

の
牧
針
を
行
ひ
、
そ
の
時
間
中
の
使
用
量
を
計
算
す
る
丹
、
嘗
紋
日
の
線
使
用
電
力

量
を
計
量
す
る
。

一一深夜電力の利用についで一一

一
)
深
夜
間
電
力
を
供
給
し
た
日
に
於
け
る
、
深
夜
間
の
賓
際
使
用
量
が
深
夜
間
の
協

定
置
を
超
温
し
た
時
は
、
其
の
超
渦
一
電
力
量
を
以
て
、
深
夜
電
力
量
と
す
る
。

一
、
右
に
依
り
算
定
U
た
深
夜
電
力
量
を
嘗
該
需
用
者
へ
の
綿
供
給
官
力
量
よ
り
控
除

し
た
る
も
の
を
以
て
、

皆
同
該
需
用
者
と
の
基
本
契
約
に
依
る
、
供
給
電
力
量
と
す
る
。

大
凡
そ
、
右
の
如
き
方
法
に
よ
っ
て
も
深
夜
間
電
力
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
が
1

普
通
状

態
に
於
け
る
電
力
使
用
量
の
想
定
は
各
使
用
航
態
に
よ
り
、
相
嘗
困
難
あ
る
べ
き

ι、
需

給
雨
者
の
誠
意
あ
る
協
力
に
よ
り
、

容
易
に
協
定
し
得
る
を
疑
は
な
い
。

今
悶
の
深
夜
間
電
力
に
遁
用
せ
ら
る
〉
低
，率
料
金
は
、
一
種
の
政
策
料
金
と
解
す
る
こ

と
が
出
来
る
。
日
本
護
送
電
機
株
式
曾
祉
と
、
各
配
電
曾
祉
と
の
、
電
力
需
給
契
約
の

-糧事

、

中
、
水
力
議
電
の
豊
富
な
る
、

本
州
中
部
地
方
に
於
て
は
、
飴
剰
電
力
も
亦
、
相
官
預
想

せ
ら
る
〉

の
で
、
関
東
、
中
部
及
閲
西
の
各
配
電
曾
祉
に
封
し
て
は
、
深
夜
電
力
の
一
部

に
封
し
、
特
別
低
窄
料
金
が
設
定
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
何
れ
も
深
夜
間
電
力
消
化
を
同
的

と
す
る
、
政
策
料
金
と
し
て
、
各
社
に
除
剰
電
力
消
化
に
選
準
す
べ
き
事
を
要
求
し
た
の

で
あ
っ
て
、
電
力
利
用
強
化
期
間
の
設
定
は
ー
そ
の
具
盤
的
運
動
ム
党
て
差
支
へ
な
い
。

如
斯
政
策
料
金
の
設
定
、
資
材
の
特
別
国
給、

勢
力
調
達
等
、
関
係
官
一聴
の
積
極
的
指
導

の
下
に
、

電
力
消
化
策
を
講
宇
る
が
如
き
は
、
五
口
邦
電
気
事
業
経
営
上
、
未
曾
有
の
事
で

あ
っ
て
、
儀
剰
電
力
消
化
に
封
す
る
嘗
局
の
熱
意
を
窺
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

本
運
動
の
賓
施
に
先
立
ち
、
閲
係
官
J

瞬
、日
本
護
送
電
、各
配
電
曾
祉
、
丸
指
定
重
要
工
場

経
営
者
の
懇
談
曾
を
開
催
、
趣
旨
の
徹
底
を
測
る
と
共
に
、
遜
信
嘗
局
よ
り
各
工
場
に
封
し

電
力
利
用
強
化
賞
施
計
叢
書
を
提
出
せ
し
め
、
各
工
場
の
電
力
使
用
紘一氏績
、
電
力
利
用
強
化

、

期
間
以
於
け
る
、

深
夜
電
力
使
用
計
蓄
預
定
使
用
電
力
量
及
生
産
高
等
を
詳
細
調
査
す
る

と
共
に
資
材
、
労
務
の
朕
況
、
各
経
営
者
の
此
等
に
針
す
る
意
見
希
望
等
も
徴
し
て
居
る
。

枇
等
資
料
は
何
れ
も
、
将
来
除
剰
電
力
消
化
針
策
の
樹
立
に
役
立
つ
も
の
と
信
守
る
。

深
夜
間
電
力
の
問
題
は
、
本
年
度
に
於
け
る
利
用
強
化
期
間
の
み
を
祉
苛
終
了
す

b
も

の
に
非
守
し
て
、
今
後
益
々
こ
れ
が
利
用
策
を
講
じ
、
一
滴
の
水
と
雄
も
放
流
す
る
こ
と

な
く
、
接
電
利
用
し
輩
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
否
、
唯
に
深
夜
間
電
力
の
み
な
ら
守
、
豊
水

期
電
力
の
ー総
て
を
有
数
に
使
用
し
，
以
て
生
産
議
充
に
惑
準
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
L
て

そ
の
針
策
と
し
て
、
季
節
常
時
電
力
ーに
封
し
て
も
亦
、
特
別
低
率
料
金
を
設
定
し
)
更
に

本
期
間
同
様
、
資
材
勢
力
の
配
給
に
つ
い
て
適
切
な
る
慮
置
を
講
か
れ
ば
、
除
剰
電
力
は

容
易
に
消
化
せ
ら
れ
、
生
産
擁
充
に
資
す
る
と
共
に
、
電
気
事
業
の
能
事
向
上
を
招
来
す

る
こ
と
明
で
あ
る
。

政
府
は
第
二
次
生
産
力
蹟
充
計
事
と
し
て
、
現
有
設
備
の
高
度
利
用
を
測
り
・
、
現
賞
の

'

生
産
力
確
保
に
漣
濯
す
る
篤
、
去
る
五
月
八
日
、
初
年
度
た
る
昭
和
十
七
年
度
生
産
擁
充

計
聾
を
E
式
護
表
し
た
。
然
し
て
そ
の
目
的
と
す
る
慮
は
、
専
ら
現
有
設
備
の
最
高
度
利

用
に
よ
り
『
戦
勝
獲
得
の
絶
睦
的
必
要
に
封
廃
す
る
物
動
計
霊
上
の
物
資
供
給
力
の
生
産
3

確
保
」
を
、
そ
の
中
震
と
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
計
費
中
電
力
も
亦
重
要
役
割
り
を
演

守
る
こ
と
勿
論
で
あ
っ
て
、
そ
の
賓
施
方
針
第
二
項
に
於
て
‘

、

設
備
ノ
横
充
ハ
、
嘗
面
ノ
軍
需
充
足
上
不
可
峡
の
重
要
閣
防
漬
源
タ
ル
餓
鋼
、
ニ
ッ
ケ

ル
、
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
航
塞
燃
料
、
工
作
機
械
、
電
力
等
一
「
就
イ
テ
、
可
及
的
之
ヲ
行

》

フ
コ
ト
h

シ、

同
第
五
項
に
於
て
は
、

所
要
電
力
ニ
就
イ
デ
ハ
、
水
盤
時
ニ
於
ケ
ル
絵
剰
電
力
ノ
活
用
並
-
漏
水
時
ニ
際
シ
テ

ハ
産
業
別
ノ
ミ
ナ
，ラ
ズ
、
個
々
ノ
重
要
工
場
別
ニ
重
斡
的
供
給
ヲ
期
ス
ル
コ
ト

の
方
針
を
明
に
し
、
絵
剰
電
力
の
活
用
に
闘
し
特
別
の
用
意
あ
る
旨
護
表
せ
ら
れ
た
。

電
源
開
設
に
封
す
る
資
材
の
獲
得
困
難
な
る
現
欣
に
於
て
は
、
現
存
鼓
電
力
の
高
度
利

用
こ
そ
生
産
讃
充
の
塗
で
あ
り
)
塑
水
時
除
剰
電
力
の
滑
化
は
、
こ
の
目
的
に
合
致
す
る

も
の
で
あ
る

v
電
力
界
の
非
常
時
に
於
て
、
五
口
園
最
初
の
試
み
で
あ
る
電
力
利
用
強
化
期

間
の
成
果
じ
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

l
l
i
一
七
・
五
・
、
一
入
ー
ー
ー

(
筆
者
は
閥
東
配
電
株
式
曾
枇
斑
事
‘
業
務
部
次
長
)

，

‘
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一
、
農
林
害
轟
の
養
魚
餌
料

化
と
短
波
光
養
魚
誘
蛾
燈

農
林
省
水
産
局
で
は
従
来
よ
h

り
我
が
国

陸
上
の
河
川
、
湖
沼
、
溜
池
、
養
魚
地
、

用
思
水
路
、
水
田
等
所
謂
内
水
面
の
利
用

に
よ
る
鯉
、
鮒
、
公
魚
其
の
他
淡
水
魚
類

の
増
殖
増
蓋
を
闘
り
、
以
て
国
民
特
に
農

山
村
大
泉
の
動
物
性
築
養
供
給
源
の
績
増

准
に
務
め
て
を
り
ま
す
篤
農
村
と
養
魚

の
、
よ
り
一
唐
緊
密
な
る
提
携
の
賓
施
に

就
い
て
は
特
に
意
一
を
用
ひ
て
を
る
の
で
あ

り
ま
す
。

養
魚
を
行
ふ
篤
に
は
遁
嘗
な
餌
料
が
必
'、

要
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
養
魚
餌
料
に
就
い

て
は
、
養
魚
柴
養
撃
の
準
歩
と
共
に
非
常

な
護
展
を
塗
げ
て
参
っ
た
の
で
あ
り
ま
す

が
、
事
嬰
以
来
物
資
の
消
費
規

E
は
之
等

、、
京

u. I 

1-; 

を£

もマ

， ， 
，，， 

手重

在
来
の
餌
料
に
の
み
依
存
し
て
ゐ
る
わ
け
に
は
い
か
ぬ
寅

情
で
あ
り
ま
す
。
卸
ち
天
然
餌
料
或
は
雑
草
加
工
餌
料
む

所
謂
未
利
用
資
減
の
活
用
に
よ
る
代
替
餌
料
、
そ
れ
も
自

給
と
云
ふ
こ
と
に
邦
常
な
闘
心
が
持
た
れ
て
参
り
、
叉
ど

し
/
¥
賓
現
し
つ
》
あ
る
妖
態
で
あ
り
ま
す
c

燈

一
方
農
山
林
の
有
害
昆
最
蛾
を
養
魚
餌
料
に
供
し
た
ら

と
云
ふ
こ
と
は
早
く
か
ら
水
産
方
面
に
於
て
考
へ
ら
れ
て

を
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、
既
に
十
数
年
前
か
ら
滋

・

賀
、
長
野
、
福
井
、
愛
媛
等
の
諸
膝
水
産
試
験
場
は
之
が

蛾誘光t皮

餌
料
数
率
の
研
究
を
塗
げ
立
汲
な
る
敷
果
が
説
明
さ
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
ー叉
現
在
宮
城
、
山
形
?
栃
木
、
新
潟
、
~

富
山
、
静
岡
の
諸
膝
そ
の
他
の
一
部
地
方
に
於
て
は
夫
々

短第一間

そ
の
地
特
有
の
昆
最
の
養
魚
餌
料
化
を
圃
り
之
亦
願
著
な

好
成
績
を
牧
め
つ
》
あ
る
賓
情
で
あ
り
ま
し
て
、
昆
品
類

の
餌
料
的
債
値
に
就
い
て
は
既
に
定
評
の
あ
る
と
こ
ろ
で

.あ
り
ま
す
。

今
そ
の
特
徴
と
な
る
と
こ
ろ
を
蓉
げ
て
見
ま
す
と

一
、
餌
料
的
成
分
が
完
備
し
Y

消
化
吸
牧
が
良
い
こ
と

， 

ー一一- '5 



一
一
、
生
簡
な
る
篤
魚
類
に
索
餌
本
能
を
起
き
せ
、
縫
う
て

残
餌
少
く
水
質
を
悪
く
せ
ぎ
る
こ
と

三、

ゆ一一向
轟
の
騒
除
に
な
る
工
と

等
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
常
に
問
題
と
な
る
こ
と
は

斯
様
な
昆
轟
を
如
何
に
し
て
大
量
に
蒐
集
す
べ
き
か
と
云

ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

農
山
村
に
於
て
も
、
農
作
物
、
疏
菜
、
果
樹
、
山
林
が

有
意
向
昆
轟
の
た
め
毎
年
甚
大
な
被
害
を
被
り
、

こ
れ
が
た

め
燈
火
利
用
の
誘
蛾
焚
殺
、
、
薬
液
殺
議
、
手
捕
除
最
等
の

一一短浪光謎魚誘蛾燈に就u、て一一

，
方
法
が
講
ぜ
ら
れ
時
局
下
比
の
種
害
最
の
駆
除
と
云
ふ
、
)

と
は
官
民
共
に
最
も
苦
心
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

未
だ
今
日
に
於
て
は
満
足
す
バ
き
害
最
駆
除
の
賞
用
方
式

は
求
め
て
得
ら
れ
ぎ
る
紙
、態
で
ぬ
り
ま
す
。

大
量
の
昆
轟
或
は
峨
類
を
一
一
事
に
誘
集
せ
し
む
る
に
足

る
誘
蛾
装
置
さ
へ
出
現
致
し
ま
し
川
た
な
ら
ば
、
持
別
餌
料

を
必
要
と
せ
が
J

し
て
養
魚
増
産
を
園
り
得
る
ば
か
り
で
な

く
、
害
損
臓
除
に
よ
る
農
林
業
の
被
害
軽
減
の
利
盆
は
蓋

し
莫
大
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
此

の
場
合
養
魚
焔
設
こ
そ
は
最
も
完
壁
な
る
害
晶
よ
入
量
捕
殺

装
置
と
し
て
の
働
き
を
果
し
得
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、

農
山
村
に
於
け
る
養
魚
の
普
及
は
期
せ
宇
じ
て
達
成
し
得

ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

ー

農
村
に
於
け
る
動
物
質
柴
養
供
給
の
見
地
よ
り
致
し
ま
'

す
な
ら
ば
、
少
く
と
も
.一
部
落
に
一
一
一
査
魚
泊
、
幸
に
し
て

水
利
及
管
理
に
至
便
の
地
な
ら
ば
一
戸
に
一

池

一
坪
の
養

魚
池
を
標
梼
致
し
度
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
と
農
林

審
議
騒
除
上
必
要
な
る
大
量
捕
殺
装
置
と
し
て
の
養
魚
施

e

設
と
を
併
せ
考
へ
る
と
き
は
も
こ
の
誘
蛾
装
置
と
一
式
ふ
も

の
は
淘
に
意
義
深
き
も
の
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
水
蓋

‘局
考
案
や
短
波
光
養
魚
誘
蛾
燈
は
こ
の
目
的
に
副
ひ
得
べ

き
誘
蛾
装
置
な
り
ど
確
信
致
し
を
る

の
で
あ
り
ま
す
。

二
、
短
波
光
養
魚
誘
蛾
燈
の
誕
生

-
飛
ん
で
火
に
入
る
夏
の
最
」
一
息
の
夜
、
燈
火
に
慕
ひ

よ
る
識
の
種
類
や
敦
は
移
し
い
も
の
で
、
之
は
誰
に
も
よ

く
知
ら
れ
た
事
責
で
あ
り
ま
す
。
昆
最
の
此
の
性
質
を
利

用
し
て
農
業
に
於
て
は
、
昔
か
ら
最
返
り
の
古
事
か
ら
、

短波充義魚集蛾;栓より誘集落下

する昆晶、蛾を事11食空る鱒'I!平
‘第二回I

明
治
以
後
に
は
誘
峨
燈
と
し

τ熟
火
誘
殺
，
国
畠
の
筈
晶

駆
除
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
来
た
も
の
で
あ
り
ま
す

が
3

水
産
方
面
に
於
て
も
既
に
十
数
年
前
か
ら
利
用
せ
ら

-

一

旬

、

れ
で
ゐ
た
ニ
と
は
前
記
わ
通
り
で
惜の
り
ま
し
て
、
特
に
按

年
前
よ
り
各
府
牒
に
於
て
育
成
し
つ
ニ
の
る
淡
水
親
魚

ρ

餌
料
改
善
上
農
林
害
轟
の
誘
集
餌
料
化
の
必
要
性
を
重
視

し
た
る
水
、産
局
は
滋
賀
牒
及
一
隅
島
勝
雨
水
産
試
験
場
に
補

助
金
を
交
付
し
、
各
種
昆
・
最
の
誘
集
餌
料
化
及
そ
の
餌
料

数
卒
、
親
魚
の
成
長
度
、
卵
質
の
向
止
等
諸
般
の
調
査
研

究
に
嘗
ら
し
め
で
居
た
の
で
あ
，り
ま
す
。
斯
棋
な
闘
係
上

水
産
局
に
於
て
は
、
昆
最
蛾
類
の
犬
量
蒐
集
装
置
に
就
い

vv 

一c
∞
一

一月
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一

喜

一
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一
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一
コ
コ
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u
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一一短泣光詫魚誘蛾燈に就いて一一

品 l口元|;:I長JZl!?よlJL山212titzi出lLLJJJよ

て
、
各
種
研
究
文
献
に
付
て
調
査
し
つ
〉
あ
り
ま
し
た
と

こ
ろ
、
昭
和
十
四
年
米
圏
、ワ
シ
ン
ト
ン
大
撃
エ、フ
・
ケ
i
・

/キ
ル
ス
テ
ン
氏
が
短
波
光
利
用
の
果
樹
生
一
序
盤
賑
除
を
目
的

と
す
る
誘
蛾
燈
及
そ
の
捕
誘
装
置
を
考
案
設
表
し
、
本
燈

の
成
績
に
就
い
て
は
、
果
責
園
経
営
者
イ
l
・ピ

l
・
キ

ン
ヨ
ン
氏
が
殻
樹
顛
著
な
る
事
責
を
説
明
し
、
こ
れ
が
海

員
及
構
造
園
入
旬
で
米
園
新
聞
紙
上
に
報
道
さ
れ
た
の
で

〈昭和1'6年度〉

種 節

ァ

季g~買

短波光養魚誘蛾燈普及調

程
類 l季一l

表第

月有 UZ'J目月有吻目

7-9 トピイロウンカセジロウンカ

ヒメトピウンカ 6-9 

。ノ
c
J
 

6-9 

ホソミドリウンガ「

pソクロメクラガメ
1シラホシガイタ
タイワンイラカ'

オホヨコパヒ6-10 

6-9 

ヨツテンヨコパヒ

アオツ'キンヨコパヒ

アカヒゲメクラガメ

タガメ
6-10 6-10 

7

9

 

一一
fo
，D
 5-10 

7-10 

5-9 

アカタマノメイガ

ヲ'ノ、ノメイカe

シロオピメイガ

イネミズメイカ'

6-10 

5-8 

5-9 

クロシタアオイガラ

アミノメイガ

ゴフ・ノメイカ. 8-10 

l' 5-9 
6-7 

アタジマメイガ

りンコスカ.

月月 11鞘麹目鱗週目

6-9 
力
ノ
，

ミ

モ
やコ

事コ

オ

ヤ

ア

ツ
ン

リ
モ
，ベ

キ

キ

5-9 ニカメイチュウ

あ
り
ま
す
が
、
同
年
に
於
て
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
氏
の
業

，績
設
に
農
林
省
の
委
託
に
依
り
東
京
帝
国
大
墜
農
皐
部
働

F

物
事
教
室
鏑
木
外
岐
雄
氏
等
が
昭
和
二
年
以
来
機
績
し
つ

/ 

つ
あ
っ
た
二
化
旗
-
揺
に
閲
す
る
研
究
業
績
の
報
告
書
を
入

手
致
し
ま
し
た
。
翌
昭
，和
十
五
年
十
-
月
に
は
第
二
十
一

同
全
園
湖
沼
河
川
養
殖
研
究
曾
の
席
上
農
林
省
農
事
試
験

場
昆
議
部
入
木
誠
政
博
士
の
昆
最
の
趨
光
性
に
閲
す
る
詳

5-10 

5-7 

6-8 
〆dノA

F
 

ウ

、

ミ

ロ

ウ

ψ

コ

.
コ
ロ

タ

ン

ゴ

ラ

ゲ

ン

ヒ

ロ

ゲ

ジ

イ

マ

ス

イ

シ

一セ

ハ

コ

5-9 

$-8 

7-8 

サfンカイイチユサ

モモス ゾメ

ウチスゾメ

コナガ ， / 6-8 4-8 

6-9 ゲンゴロウ

ガチシ

フタオピカレハ

_， 6-8 
5-7 

5-9 

コミズスマシ

、不

一オ・

ガ

ガ
コ
コ

シ

ソ

ソ

マ

グ

グ

ス

?

?

，
ス
ル
シ

ミ

7

ポ

ホ

'va
ツ

r

オ

カ
、
ヨ

7-8 

10 

4-10 

マツカレハ

，ウスタピカ¥

タ?ナヤカ.

6-8 

5-9 

9

8

7

 

一
一
-

r
b
F
b
戸

3

tトピイロセンチコガネ

アカピロウドコガ「ネ

5-10 

5-10 

5-9 

アハノヨトウ

ツメクサガ

:之~.、タタオピコ-rヤカ.
日

キ?タグeラコヤガ

テンサイヨトウガ

6-8 

6-8 

4-9 

オホクロコガ:ネ

ハンノキコガネ

サクラコガネ

ホソピロドコガネ

クりイ'ロどロウドコガネ

4-10 

‘5_:_1O 
4-10 

4-10 

5-9 

ムラサキシトウ

ベニスヂヒメヤク

キナシシロヒメシヤク

アカ?ヘアJt¥lンガ

6-8 
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締
な
る
講
演
が
行
は
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
斯
く
し
て
多

年
に
一
日
一る
各
方
面
の
研
究
の
結
果
は
、
如
何
な
る
理
由
で

昆
晶
が
燈
火
と
誘
集
さ
れ
る
か
、
即
ち
趨
光
性
活
動
を
起

す
の
か
は
未
だ
不
明
で
あ
り
ま
す
が
兎
に
角
光
波
長
三
、

五
O
o
r
内
外
の
短
波
光
が
昆
轟
の
趨
光
性
活
動
に
最
大

有
敷
刺
戟
を
血
(
ふ
る
こ
と
が
結
論
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
c

設
に
於
い
て
水
産
局
で
ば
右
波
長
の
不
可
視
短
波

光
線
を
主
成
分
と
す
る
養
魚
誘
蛾
燈
の
試
作
を
決
意
致
し

爾
来
種
々
試
験
研
究
の
結
果
高
座
水
銀
燈
を
附
せ
る
養
魚

誘
蛾
燈
第
一
践
の
誕
生
を
見
る
に
至
り
ま
し
て
、
昭
和
十

一一短波光養魚誘蛾燈にe..t~、てー一一

六
年
四
月
東
京
府
水
産
試
験
場
水
元
養
魚
場
(
鯉
養
殖
)

に
於
て
馳
燈
調
査
を
致
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
償
日
の
気

象
は
気
温
橋
氏
午
l

一
度
宇
、
水
温
十
六
度
四
分
、
風
力
あ

り
た
る
た
め
大
量
の
蒐
蛾
は
期
待
し
得
べ
く
も
あ
り
ま
せ

ん
で

L
Lん
が
、
そ
れ
で
も
向
普
通
電
球
と
比
較
致
し
ま
し

た
時
は
、
優
に
そ
の
宇
戴
倍
以
上
。
誘
蛾
敷
力
を
観
察
し

得
た
の
で
あ
り
ま
す
c

そ
の
後
明
治
紳
宮
神
苑
係
叉
千
葉
、
山
形
、
山
口
、
愛

媛
、
滋
賀
)
長
野
、
奈
良
、
北
海
道
其
の
他
各
道
府
牒
水

産
試
験
場
二
十
九
ケ
所
、
民
間
養
魚
組
合
等
三
ケ
所
、
中

華
民
園
山
東
公
署
済
南
養
魚
場
、
新
潟
鍛
道
局
及
東
信
電

気
株
式
曾
社
設
電
所
、
曾
津
山
村
道
場
等
穂
計
三
十
六
ケ

所
に
普
及
し
、
そ
の
賓
用
成
果
が
着
々
立
読
さ
れ
る
に
至

り
ま
し
た
の
で
農
林
省
に
於
て
は
、
昭
和
十
六
年
度
水
産

際
念
脆
設
助
成
計
書
の
一
部
事
業
と
し
て
一
一
、
五

O
O燈

の
本
養
魚
誘
蛾
燈
を
普
及
助
成
す
る
こ
と
と
相
成
っ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

一
、
短
波
光
養
魚
誘
蛾
燈
と
誘
蛾
篠
件

lif t l恨111 1 1 111猛
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あーに六

本
養
魚
誘
蛾
燈
の
誘
蛾
率
に
就
い
て
東
京
府
水
差
試
験
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り
ま
す
。
叉
普
通
の
誘
蛾
燈
で
は
夢
に
だ
に
想
像
じ
得
沿

月
明
の
夜
の
誘
蛾
も
暗
夜
に
於
け
る
と
同
じ
く
可
能
で
あ

り
、
更
に
霊
問
活
動
す
る
昆
品
類
も
多
数
蛸
集
す
る
こ
と

が
判
明
致
し
た
の
で
あ
り
ま
す
ω

併
し
こ
れ
ら
の
篤
具
的

性
能
6JP
時
間
、
気
象
、
設
置
の
方
法
等
の
諾
僚
件
に
よ

り
非
常
に
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
ら
の
僚

件
を
具
備
し
た
場
合
は
更
に
数
倍
の
誘
蛾
濯
を
想
像
し
得

る
の
で
あ
り
ま
す
。
F

一一一 短法光発魚、誘蛾燈に就・いて一一

昆
轟
蛾
が
養
魚
誘
蟻
燈
に
誘
集
せ
ら
れ
る
時
刻
を
調
べ

て
見
ま
才
L
'三
日
波
後
一
時
間
位
か
ら
初
ま
り
、
日
淡
後

一
時
間
乃
至
二
時
間
即
ち
入
時
!
九
時
頃
が
最
盛
の
誘
蛾

時
刻
で
あ
り
ま
じ
て
、
線
誘
蛾
数
の
五
O
le六
O
%
は
こ

の
時
刻
仁
誘
集
落
下
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
午
後
十
三
時

以
後
は
非
常
に
誘
蟻
撃
も
少
く
な
り
、
蟻
の
雌
に
於
て
は

総
誘
蛾
教
の
五
%
以
下
、
.雄
に
於
て
は
一
O
l
二
O
%
前

a

後
に
渇
ぎ
沿
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
養
魚
誘
蛾
燈
管
理

の
上
か
ら
一去
っ
て
も
非
常
に
好
都
合
の
こ
と
で
、
大
鐘
午

後
六
時
頃
か
ら
十
時
頃
記
の
黙
燈
時
間
で
充
分
な
誘
蛾
数

果
を
奉
げ
得
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

弐
に
気
象
と
誘
蛾
率
の
関
係
を
見
ま
す
と
、
曇
天
の
夜

に
最
も
誘
蛾
多
く
、
晴
天
之
に
弐
ぎ
、
雨
天
の
日
が
最
も

惑
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
微
雨
程
度
な
ら
左
程
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
。
温
度
及
濃
度
と
の
関
係
は
、
何
れ
も

高
い
夜
間
世
誘
蛾
多
く
、
風
速
三
〆
「
ト

ル
以
上
に
な
り
ま

す
と
誘
蛾
致
は
著
減
ホ
る
等
風
も
亦
相
一宮
大
き
な
影
響
を

も
た
ら
す
も
の

で
あ
h

り
ま
す
D

本
養
魚
誘
蛾
燈
の
設
置
方
法
と
し
て
は
、
そ
の
有
数
制ん

線
を
最
も
康
い
筒
園
に
到
達
す
る
様
じ
高
く
設
置
す‘
べ
き

で
あ
り
ま
す
が
、
捕
峨
装
置
た
る
養
魚
水
面
に
落
下
せ
し

め
る
震
に
は
J
水
面
と
燈
と
の
距
離
を
五
、
六
尺
に
す
る

必
裂
が
あ
り
ま
す
の

で、

比
の
熟
各
地
に
於
て
夫
々

場
所

特
有
の
工
夫
を
凝
ら
し
て
ゐ
る
献
況
で
あ
り
ま
す
。

長
野

鯨
升
他
府
鯨
に
於
け
る
上
下
移
動
式
、
或
は
静
岡
燃
に
於

け
る
高
所
の
誘
蛾
燈
か
ら
水
面
ま
で
布
製
の
筒
を
下
げ
る

法
、
愛
媛
豚
に
於
け
る
水
面
に
一
読
蛾
燈
を
浮
滋
せ
し
め
る

法
、
稿
井
勝
に
於
J
40
一両
所
に
別
に
捕
蛾
装
置
を
設
け
る

/ 

法
等
は
そ
の
一
一、
三
の
例
に
溢
ぎ
沿

の
で
あ
り
ま
す

何
れ
に
致
し
ま
し
で
も
本
養
魚
誘
蛾
燈
設
置
の
方
法
と

し
て
常
に
南
意
す
べ
き
は
以
上
の
様
に
非
常
に
誘
蛾
率
が

大
で
あ
り
ま
す
篤
、
こ
れ
ら
の
大
量
の
誘
集
域
を
水
聞
に

落
下
一
一
翠
に
魚
腹
に
入
る
》
に
非
γ

り
ぎ
れ
ば
、
反
入
っ
て

昆
議
蛾
め
被
害
を
受
く
る
慮
も
あ
る
わ
け
で
、
そ
の
名
の

示
す
如
く
誘
蛾
燈
直
下
に
養
魚
水
面
を
設
け
る
と
云
ふ
『
)

と
が
必
婆
不
可
献
の
要
件
で
あ
り
ま
す
。

嫡 集 する昆品 類

~一一
第四悶
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点燈後の時間
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官
、
短
波
光
養
魚
誘
蛾
燈
と
し
て
超
高
麗

。

及
官
同
慶
水
銀
燈
の
相
違
誌
に
之
が
養
魚

誘
蛾
上
の
適
否

短
波
光
養
魚
誘
蛾
燈
の
本
鐙
は
高
医
水
銀
燈
で
あ
り
，ま

す。

勿
論
此
の
外
に
短
波
長
の
有
数
光
線
を
放
射
す
る
ラ

一一 短波光養魚誘蛾燈に就いて一一

ン
プ
は
種
々
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
誘
蛾
卒
、
経
費
と

電
力
量
、
之
に
養
魚
そ
の
他
附
廷
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
慮

し
て
略
理
想
に
近
い
と
思
は
れ
る
の
は
高
盤
水
銀
燈
で
あ

り
ま
し
で
、
失
に
超
高
医
水
銀
燈
が
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ

弘、

り
ま
す
白

こ
れ
ら
は
何
れ
も
非
常
な
務
職
力
を
有
L
て
居
り
止
す

‘
が
従
来
水
産
局
ね
於
て
比
較
試
験
を
し
て
参
り
ま

ιた
所

に
よ
り
ま
す
と
超
高
墜
は
高
盤
水
銀
燈
に
比
し
そ
の
敷
果
F

が
梢
劣
り
ま
す
。
そ
の
各
々
の
特
徴
を
要
約
す
れ
ば
次
の

如
く
で
あ
り
志
す
。

270ワット 950燭

38ルーメシ/ワット

スベク bル分荷 た

可視部分 5770-5791 A。最強デ

赤部スベクト ルタシ

不可親部分 3500以上ノ光線ハ

平均二分布シ3500以下

ノ:光親ノ、急百託子低下ス

起動電盤 170ボルト 4

ランプノ耐久時間 2，000時間

|輝皮 100Cjcni2._， 
アーク電流 2.7アンイア

燈 (HIr300)銀ァドrr~ 高超 高座 水銀 燈 (SHL-IOO)

67~77 ワット I 250燭

毅率 35ルーメン/ワット

スベクトル分オj' t 

可覗部分 5461A
O

最強デ赤部ス

ベク l'ル相官多 シ

心不可班部分 3000以上ノ光線ハ

平均三分布 シ2500程

度迄相常ニ放射 ス

起動電鹿 300ボルト

ランプノ耐久時間 1，000時間

輝 皮 200Cjcm2 (過大〉

アーク電流 0.37-0.47ア!ンベア

即
ち
超
高
監
水
銀
澄
は
、
先
づ
可
視
部
分
の
光
線
の
多
い

こ
けと
、
輝
度
の
遁
大
な
る
黙
は
誘
蛾
上
不
経
済
な
黙
で
あ

れ
ま
し
て
起
動
電
医
三

0
0ボ
ル

ト
を
要
す

る
こ
.7
C

も
普

誼
高
座
線
二

O
O
i二
二

O
ボ
ル
ト
じ
封
じ
て
も

b
-ア

シ
ス
を
要
す
る
こ
と
と
な
り
高
医
水
銀
鐙
よ
匂
も
不
便
で

''

，
、

あ
、り
ま
す
u

然
し
グ
ロ

1
7一か
小
型
で
あ
ゐ
こ
と
、
ア
J

ク
電
流
の
少
量
で
済
む
甲
』
と
が
利
艶
に
事
げ
ら
れ
る
と
忠
実

は
れ
ま
す
。
之
に
針
し
て
高
監
水
銀
燈
は
輝
度
遁
嘗
で
可
k

e

観
部
分
の
光
線
は
比
較
的
少
く
誘
蛾
上
最
有
効
な
光
線
の

量
が
極
め
て
多
い
ム

7
1
ヲ
電
流
は
多
少
多
く
要
し
ま
す

哩. 

， 

' 、

~ 

が
そ
の
効
率
も
よ
く
誘
蛾
量
は
絶
封
的
優
位
に
あ
り
ま

す
。
叉
起
動
電
摩
Hm二
O
Oボ
ル
ト
で
あ
り
ま
す
か
ら
普

霜
動
力
線
を
利
用
す
る
と
チ
ョ
ー
ク
を
用
ふ
る
だ
け
で
軽

便
安
債
に
黙
燈
し
得
る
利
益
が
あ
り
、
放
電
管
は
大
型
で

あ
り
ま
す
が
丈
t

失
に
な
っ
て
ゐ
ま
す
。

従
っ
て
一
般
に
は
本
燈
を
動
め
た
い

の
で
あ
り
ま
す
が

特
に
輝
度
の
高
い
も
の
を
要
す
る
場
合
と
か
三
五

O
O以

下
の
短
波
光
を
多
く
般
要
乍
す
る
様
な
場
合
に
は
前
者
が

よ
り
遁
笛
で
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
G

.

以
上
は
誘
蛾
上
の
数
果
よ
り
観
た
適
否
'で
あ

り

ま
す

が
、
更
に
之
を
養
魚
の
上
か
ら
観
る
と
き
三
、

O
O
O
A
t

以
下
の
短
波
光
は
既
に
殺
菌
其
の
他
の
醤
棟
上
に
用
ひ
ら

，

れ
て
を
る
位
強
烈
な
る
刺
戟
を
輿
へ
る
篤
、
之
を
五
、
一
ハ

分
間
以
ム
も
照
射
せ
し
め
る
は
魚
睦
護
育
上
よ
り
も
亦
餌

料
致
率
の
上
よ
り
観
る
も
甚
だ
面
白
く
な
い
結
果
と
な
る

の
で
あ
り
ま
し
て
、
此
の
黙
か
ら
も
三
、

O
O
O
A
の
短

波
長
を
放
射
す
る
超
高
墜
水
銀
燈
よ
り
は
高
盤
水
銀
燈
が

遁
嘗
と
云
ひ
得
る

の
で
あ
り
ま
す
。
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一一短泣光義魚、誘蛾婚に就l、て一一一

玉
、
短
波
光
養
魚
誘
蛾
燈
の
数
果

一
、
淡
水
魚
の
無
給
餌
増
産

本
養
魚
誘
蛾
燈
の
地
面
上
設
置
鈷
燈
に
よ
る
誘
蛾
及
肱

惑
落
下
に
よ
る
給
餌
を
以
て
養
育
し
得
る
淡
水
魚
の
種
類

は
鯉
、
鮒
、
鱒
、
鮎
其
の
他
で
あ
り
ま
し
て‘

本
年
四
月

以
降
東
京
府
水
産
試
験
場
附
層
水
一
万
養
魚
場
爪
鯉
、
鮒
親

魚
育
成
及
放
流
用
稚
魚
増
産
〉
及
入
川
養
鱒
場
(
鱒
類
)

詑
に
吉
野
養
魚
場
(
鱒
及
鮎
放
流
用
稚
魚
増
産
)
等
に
於

て
賓
施
の
結
果
一
般
地
で
は
一
日
三
岡
投
餌
を
、
誘
蛾
養

魚
池
に
於
て
は
一

日
二
間
投
餌
と
し
て
投
餌
量
三
分
ノ

を
滅
じ
飼
育
中
で
あ
め
ま
す
が
現
在
ま
で
極
め
て
好
成
績

を
牧
め
つ
つ
あ
り
ま
し
て
時
に
採
卵
用
虹
鱒
親
魚
の
如
き

は
極
め
て
謹
色
優
れ
肥
育
も
亦
佳
良
で
あ
ち
ま
す
。

一
般
池
と
誘
蛾
養
魚
池
と
の
比
較
調
査
に
於
て
は
右
'の

通
り
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
詳
細
な
る
成
績
は
近
く
同
水

産
試
験
場
よ
り
護
表
の
議
定
で
あ
り
ま
す
が
之
に
封
し
ま

し
て
昆
轟
蛾
類
の
餌
料
債
値
を
基
礎
と
致
し
て
調
査
し
ま

ふ少
な
ら
ば
養
魚
誘
蛾
燈

一
燈
を
M
M

て

一
ヶ
月
に
餌
料
一
致
率

の
高
い
丸
干
踊
約
百
十
四
貰
に
相
嘗
す
る
昆
轟
蛾
類
を
養

魚
池
面
上
に
誘
集
落
下
せ
し
め
得
る
計
算
と
相
成
る
の
で

あ
h
Jま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
増
産
し
得
ら
る
る
鯉
類
等
淡

水
魚
肉
の
量
は
約
六
十
入
賞
と
推
定
主
れ
る
の
で
あ
り
ま

す
が
、
誘
蛾
且
旦
の
多
少
は
養
魚
誘
蛾
燈
を
設
置
致
し
ま
し

て
も
各
地
の
朕
況
如
何
に
よ
り
相
嘗
に
饗
化
を
生
じ
ま
す

た
め
嘗
方
に
於
て
は
一
燈
に
付
平
均
一
ヶ
年
約
三
百
貰
の

鯉
等
淡
水
魚
肉
生
産
を
期
す
る
究
第
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

f

は
車
に
昆
轟
蛾
等
の
餌
料
償
値
の
み
を
考
慮
し
て
を
る
の

で
あ
り
ま
す
が
農
村
に
於
け
る
湖
沼
溜
池
用
悪
水
路
等
に

於
き
ま
し
て
は
、
こ
の
外
に
水
自
鐘
が
保
有
致
し
ま
す
る

墜
度
高
き
築
養
分
及
多
量
の
天
然
餌
料
生
物
に
悪
ま
れ
て

を
り
ま
す
の
で
、
斯
様
な
天
然
築
養
分
を
加
算
致
し
ま
す

な
ら
ば
尚
一

一唐の
増
産
が
可
能
と
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
し

て
一
燈
に
付
六

O
O貫
の
鯉
等
淡
水
魚
肉
の
増
産
を
期
待

じ
得
る
弐
第
で
あ
り
ま
す
y

斯
様
，に
し
て
経
来
の
如
き
入
、

工
餌
料
を
必
要
と
せ
歩
専
ら
突
然
餌
料
の
み
の
自
給
に
よ

ゐ
内
水
魚
の
無
給
餌
増
震
が
達
成
し
得
ら
れ
る
D
で
あ
b

ま
す
J
O

二
、
稲
田
害
轟
の
徹
底
的
騒
除
に
よ
る
米
の
増
産

稲
作
の
害
轟
に
は
螺
最
、
ウ
ン
ぬ
、
イ
ネ
ア
ヲ
ム
シ
、

イ
ナ
ゴ
、
ツ
ト
ム
シ
、
イ
ネ

ハ
ム
グ
リ
パ
イ
、
イ
ネ
ド
ロ

ハ
ム
シ
、
イ
ネ
カ
ン
パ
イ
等
多
数
の
種
類
が
あ
る
が
就
中

二
化
螺
最
の
輿
ふ
る
被
害
は
全
図
的
に
豆
り
こ
の
被
害
の

み
に
で
も
毎
年
稲
作
の
四
%
乃
至
五
%
数
量
に
し
て
三
百

蔦
石
内
外
の
被
害
を
輿
ふ
る
も
の
と
稽
さ
れ
て
を
る
の
で

あ
り
、ゑ
す
。

短
波
光
養
魚
誘
蛾
燈
は
、
」
の
摂
轟
類
誘
集
上
最
も
敷
果

あ
る
不
可
視
短
波
光
を
護
す
る
の
で
あ
り
ま
し
て
螺
最
類

の
誘
蛾
上
極
め
て
敷
果
的
な
施
設
で
あ
り
ま
す
。

即
ち
東
京
帝
国
大
皐
農
墜
部
の
研
究
に
よ
り
ま
す
と
摂

蛾
、
白
キ
パ
ラ
ア
メ
パ
チ
等
の
趨
光
性
は
短
波
長
の
光
線
に

針
す
る
程
強
く
董
外
線
を
含
む
部
分
即
ち
波
長
三
三

O
ミ

リ
ミ
ク
ロ
ン
乃
至
四

0
0ミ
リ
ミ
ク
ロ
ン
に
於
て
趨
光
性

が
最
も
強
大
で
『
}
れ
よ
り
長
波
長
に
至
る
に
従
ひ
念
激
に

低
下
し
六
四

0
ミ
リ
ミ
ク
ロ
ン
以
上
の
赤
色
光
線
に
封
し

て
極
め
て
低
い
の
で
あ
り
ま
す
、
養
魚
誘
蛾
燈
の
設
す
る

短
波
光
は
丁
度
之
と
符
節
を
合
せ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て

そ
の
謹
光
波
長
は
三
三

0
ミ
リ
ミ
ク
ロ
ン
よ
り
四

0
0ミ

リ
ミ
ク
ロ
ン
内
外
の
波
長
を
主
力
と
し
更
に
そ
れ
以
上
の

可
視
光
線
ま
で
護
光
す
る
の
で
あ
り
ま
す
た
め
本
養
魚
哉

蛾
燈
が
螺
轟
類
の
誘
蛾
捕
殺
上
最
も
好
適
な
る
こ
と
は
疑

ふ
儀
地
な
き
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
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本
養
魚
誘
蛾
燈
の
水
平
光
線
の
到
達
距
離
は
最
小
限
度

一
里
四
方
に
及
ぶ
性
能
が
あ
り
ま
す
た
め
、
a

少
く
と
も
こ

の
範
園
の
務
蛾
は
可
能
な
わ
け
で
、
従
っ
て
農
地
の
害
識

蛾
が
誘
一集
せ
ら
れ
る
筒
圏
は
極
め
て
蹟
大
な
る
も
の
で
あ

h

h
り

'7
そ
の
被
害
軽
減
量
も
亦
影
響
す
る
と
こ
ろ
蓋
し
莫
大

な
る
も
の
が
推
察
さ
行
る
の
で
あ
り
・
手
す
。
本
誘
蛾
燈
に

よ
芯
稲
作
の
資
質
的
被
害
軽
減
量
は
旗
最
及
そ
の
他
の
害

一一短改光義魚誘蛾燈に就いて一一

最
類
を
も
含
め
一
町
歩
嘗
り
二
石
内
外
而
し
て
被
害
軽
減

面
積
は
二
十
町
歩
以
上
に
及
ぶ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で

あ
り
ま
す
た
め
、
養
魚
誘
蛾
燈
一
燈
に
つ
き
少
く
と
も
四

O
石
の
増
産
を
期
待
し
得
る
の
で
あ
り
ま
し
て
之
を耐震
地

の
擁
張
に
例
へ
ま
す
な
ら
ば

一
段
歩
二
石
一
斗
の
牧
獲
と

し
て
貫
に
二
宵
歩
に
近
い
水
間
の
増
加
に
相
嘗
す
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

養
魚
誘
蟻
は
・大
量
の
昆
議
蛾
を
誘
集
せ
し
め
ま
す
た
め

農
村
に
於
け
る
設
置
に
雷
り
ま
し
て
は
河
川
、
湖
沼
、
問

池
用
惑
水
路
等
の
養
魚
水
面
を
利
用
致
、ずの
こ
と
が
最
大

、
不
可
紋
の
要
件
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
臨
ん
轟
蛾
類
の

被
害
激
甚
な
る
地
方
に
於
き
ま
し
て
恰
好
な
養
魚
水
面
を

求
め
ら
れ
ぎ
る
場
合
に
於
き
ま
し
て
は
般
り
に
遁
嘗
水
田

を
誘
蛾
捕
殺
の
目
的
に
供
す
る
養
魚
水
面
に
振
り
向
け
る

こ
と
と
想
定
致
じ
ま
し
で
も
、

本
燈
設
置
に
よ
る
米
の
被

害
軽
減
量
は
前
記
の
通
り
莫
大
な
る
も
の
と
推
定
さ
れ
ま

す
た
め
償
ひ
て
録
り
有
り
と
言
ふ
べ
き
で
あ
り
ま
し
て
、

然
か
も
こ
の
種
の
養
魚
に
よ
る
淡
水
魚
肉
の
供
給
を
考
慮

致
し
、ぷ
す
な
ら
ば
農
村
皆
養
の
改
善
上
利
益
膨
か
ら
ぎ
る

を
愚
民
ゆ
る
弐
第
h

で
あ
り
ま
す
。

三
、
水
棲
昆
轟
蛾
の
徹
底
的
臨
除
に
よ
る
水
力
設
電
敦
率

の
増
進

我
園
山
間
の
水
力
重
電
所
も
亦
失
躍
り
昆
轟
類
の
被
告
一

を
受
け
て
を
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
水
棲
昆
最
た
る
ト
ピ

ゲ
ラ
カ
ハ
ゲ
ラ
等
の
、劫
最
は
霊
電
所
隆
道
内
壁
に
附
着
し

就
中
ト
ピ
ゲ
ラ
の
劫
轟
は
粘
液
質
を
分
泌
し
小
型
の
際
を

蒐
集
し
て
棲
息
管
を
形
成
し
こ
〉
を
安
息
所
と
し
て
援
活

内
壁
に
附
着
生
活
す
る
習
性
を
有
し
ま
す
た
め
、
水
流
の

摩
擦
に
よ
る
損
失
を
大
な
ら
し
め
塗
に
護
電
能
率
を
低
下

せ
し
む
る
に
至
る
の
で
あ
り
ま
す
。
水
産
局
に
於
て
は
斯

様
な
水
力
護
電
上
の
被
害
獣
況
を
調
査
致
し
ま
す
た
め
全

圏
主
要
水
力
設
電
所
二
百
五
十
ケ
所
に
封
し
照
曾
致
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
現
在
ま
で
問
答
を
得
ま
し
た
入

O

ケ
所

(
照
曾
先
、
二
五
O
ケ
所
の
三
二
%
)
の
護
電
所
の
中
三
千

二
ケ
所
(
問
答
入
O
ケ
所
の
四
O
V
A
〉
は
水
優
昆
最
の
被

害
皆
無
の
登
電
所
で
あ
り
ま
し
て
、

残
儀
の
琵
琶
所
四
十

入
ケ
所
(
問
答
入
O
ケ
所
の
六
O
%
〉
は
多
少
と
も
隆
蓮
内

壁
に
水
棲
昆
最
の
着
生
が
あ
り
こ
の
中
三
十
六
ケ
所
(
悶

答
入
O
ケ
所
の
四
五
%
)
は
毎
年
水
棲
昆
最
の
除
去
に
努

め
一
設
電
所
に
付
平
均
二
百
四
十
五
闘
の
経
費
を
支
出
し

つ
つ
あ
る
こ
と
が
判
明
致
し
た
の
r

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
中

昆
最
蒼
生
の
被
害
に
ま
り
著
し
く
護
電
力
の
低
下
を
認
む

る
謹
一電
所
は
二
十
一
ケ
所
ハ
回
答
八
O
ケ
所
の
二
六
%
v

を
算
し
ま
し
て
、
そ
の
中
損
失
最
も
軽
徴
な
る
も
の
は
琵

琶
力
の
0
・一

%
、
損
失
最
大
な
る
も
の
は
一隅
井
阪
府
九
頭

寵
川
本
流
の
日
本
護
議
電
株
式
曾
社
西
勝
原
第
二
設
電
所

の)一
O

%
に
ま
で
蓮
す
る
獄
況
で
あ
れ
J

ま
し
て
平
均
一
円
程

電
所
嘗
り
損
失
量
は
出
力
の
二
・
七
%
を
一
示
す
の
で
あ
り

ま
す
c

斯
様
な
水
棲
昆
最
の
着
生
に
よ
る
被
害
電
力
量
ほ

右
の
三
十
一
ケ
所
設
電
所
を
合
計
し
ま
す
と
毎
時
二
千
入

一
日
六
十
九
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
鎮
失
電
力
量
と
相
成
る
の
で
あ

り
ま
し
て
、
こ

の
割
合
の
下
に
周
年
同
様
の
被
害
が
縫
績

さ
れ
た
も
の
と
偲
定
致
し
ま
す
と
き
は
二
十
一
ケ
所
の
護

電
所
の
み
に
於
て
も
筒
且
つ
年
間
二
千
五
百
菖
キ

ロ
V
ッ

ト
の
損
失
を
生
守
る
も
の
と
見
積
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
し

て
非
常
時
下
電
力
消
費
の
念
激
な
る
増
加
に
封
腐
す
べ
き

電
力
の
増
産
上
之
亦
軽
視
し
得
ぎ
る
轟
害
と
申
さ
ね
ば
な

ら
ぬ
弐
第
で
あ
り
ま
す
。

一一一 12一一ー

御
承
知
の
還
り
護
電
所
に
は
栢
嘗
の
バ
ッ
ク
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
(
背
水
面
)
が
保
有
さ
れ
て
を
り
ま
す
の
で
こ
〉

に

養
魚
誘
蛾
燈
を
設
置
致
し
ま
し
て
ド
ピ
ゲ
ラ
、
カ
ハ
ゲ
ラ

等
有
害
水
棲
昆
最
蛾
を
誘
↑集
捕
殺
致
し
ま
す
る
な
ら
ば
、

一
淡
水
魚
類
は
夜
間
常
時
誘
蛾
燈
に
針
し
趨
光
性
を
護
揮
プ

蛾
類
を
捕
食
致
し
ま
し
尤
誘
蛾
燈
よ
り
離
散
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ぬ
か
ら
こ
の
鈷
に
於
て
も
亦
一
石
二
鳥
の
致
果

を
果
す
甲
)
と
が
出
来
る
-の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
問
題
に
就
い
て
は
現
在
水
産
局
に
於
き
ま
し
て
新

潟
鍛
道
局
千
手
設
電
所
及
東
信
電
気
株
式
曾
祉
と
協
力
目

下
調
査
中
で
あ
り
ま
す
の
で
不
日
詳
細
な
る
報
告
が
出
来

る
こ
と
と
存
じ
て
居
り
ま
す
。

回
、
山
林
害
轟
蛾
の
徹
底
的
腫
除
に
よ
る
山
林
撫
育
の
達



成
山
林
の
審
議
は
コ
ガ
ネ
ム
シ
、
ハ
ム
シ
、
カ
ミ
キ
リ
、

キ
ク
ヒ
ム
シ
、
マ
ツ
ケ
ム
シ
、
シ
ヤ
グ
ト
リ
ム
シ
等
が
代

表
的
な
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
中
ギ
ク
ヒ
ム
シ
に
は

タ
ケ
ノ
シ
ン
ク
ヒ
ム
シ
、
ヒ
ラ
タ
キ
ク
ヒ
ム
シ
等
が
あ
り

そ
の
幼
接
持
代
は
水
中
生
活
を
送
β
の
で
あ
り
ま
し
て
こ

れ
は
河
川
、
渓
流
、
湖
沼
等
山
間
内
水
面
に
放
流
致
し
つ

つ
あ
る
鱒
類
等
淡
水
魚
の
天
然
餌
料
と
し
て
捕
食
さ
れ
ま

す
関
係
上
現
在
に
於
て
も
こ
れ
ら
放
流
魚
族
に
よ
り
ま
し

l 一一短説光養魚誘焼燈に就いて一一

て
林
木
被
害
の
軽
減
上
相
嘗
の
致
果
が
あ
る
の
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
升
マ
ツ
ケ
ム
シ
、
シ
ャ
ク
ト
リ
ム
シ
の
各
種

類
及
マ
ツ
カ
レ
ハ
、
カ
レ
ハ
ガ
等
は
蟻
の
時
代
に
於
き
ま

し
て
本
養
魚
誘
蛾
燈
に
誘
集
さ
れ
、
更
に
コ
ガ
ネ
ム
シ
も

亦
誘
集
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
た
め
山
間
地
匿
の
湖
沼
、

河
川
等
養
魚
水
面
ょ
に
本
誘
蛾
燈
を
設
置
鈷
燈
致
し
ま
す

な
ら
ば
莫
大
な
る
山
林
義
害
の
軽
紙
、
山
林
探
育
の
達
成

よ
極
め
て
敷
果
的
な
る
こ
と
が
確
信
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま

す。
恒
司
宅
1持
、

玉
、
毒
蛾
病
源
菌
媒
介
昆
晶
の
腫
除
巳
よ
る
人
畜
衛
生
の

増
進

昆
最
蛾
等
に
し
て
人
畜
に
加
害
す
る
種
類
も
亦
膨
《
な

い
の
で
あ
り
ま
し

τ普
通
の
蚊
(
ア
カ
マ
ダ
ラ
カ
〉
或
は

ト
ウ
ゴ
ウ
ヤ
プ
カ
等
は
フ
イ
ラ
リ
ア
の
中
間
宿
主
と
さ
れ

て
を
り
ま
す
し
、
文
シ
ナ
ハ
マ
ダ
ラ
カ
は
三
日
.熱
、
マ
ラ

ザ
ア
寄
生
最
の
宿
主
と
し
て
著
名
で
あ
り
ま
す
し
、
更
に

毒
蛾
の
鱗
粉
は
人
謹
皮
膚
に
有
害
で
あ
り
ま
す
。
養
魚
誘

蛾
燈
を
施
設
致
し
ま
し
た
た
め
に
斯
様
な
昆
轟
蟻
が
漸
獄

を
一
示
め
す
に
至
り
ま
し
た
事
賓
は
本
年
夏
季
に
於
け
る
長

野
懸
水
産
試
験
場
並
に
奈
良
懸
の
調
査
に
よ
り
明
ら
か
に

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、
養
魚
誘
蛾
燈
は
斯
様
な

人
畜
衛
生
上
に
も
稗
益
す
る
と
こ
ろ
甚
大
な
る
も
の
と
信

守
る
失
第
で
あ
り
ま
す
。

六
、
防
空
上
の
効
果
及
農
山
村
に
於
け
る
努
力
資
材
の
省

略
設
に
果
樹
園
害
最
被
害
の
軽
減

短
波
光
養
魚
誘
蛾
燈
の
誘
蛾
効
果
は
前
記
致
し
ま
し
た

還
り
短
波
光
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
た
め
防
空
上
の
貢

献
も
亦
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
即
ち
本
燈
に
鴻
光
板

を
装
置
致
し
ま
じ
て
可
腕
光
線
部
分
を
既
牧
致
さ
せ
専
ら

誘
蛾
上
最
も
有
数
な
る
短
波
光
の
み
を
野
外
に
設
射
致
さ

し
め
ま
す
と
き
は
、
こ
の
短
波
光
は
人
間
の
肉
眼
，に
は
不

可
視
部
分
で
あ
り
ま
す
の
ーで
こ
の
勲
一
一
回
に
於
て
防
空
上

の
燈
火
管
制
に
協
力
し
乍
ら
筒
そ
の
一
一
向
に
'於
き
ま
し
て

は
養
魚
誘
蛾
の
賞
を
翠
げ
得
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
叉

稲
、
委
等
穀
類
作
物
及
琉
菜
、
果
樹
、
林
木
等
の
有
害
見

轟
蛾
の
本
燈
に
よ
り
誘
集
絶
滅
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の

で
現
在
之
等
害
轟
騒
除
の
た
め
用
ひ
ら
れ
て
を
り
ま
す
人

的
努
力
及
石
油
、
薬
剤
等
の
諸
資
材
節
約
省
略
上
の
殻
果

も
亦
莫
大
な
る
も
の
と
確
信
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

防
空
上
普
通
誘
蛾
燈
に
比
し
て
の
利
結

一
、
誘
蛾
範
闇
極
め
て
大
な
る
借
地
従
来
の
如
く
多
数
の
誘

蛾
燈
を
賭
燈
す
る
必
要
な
く
従
っ
て
消
燈
、
遮
光
の
操

第
八
園

蓋
外
様
フ
ィ
ル
タ
ー
を
取
附
け
た

誘
蛾
燈
(
超
高
座
水
銀
ラ
ン
プ

、

∞
出
F
l
H
C
C使
用
)

作
極
め
て
簡
易
な
る
こ
と
。

一
一
、
特
殊
室
外
線
フ
ィ
ル
タ
ー
を
以
て
遮
光
す
れ
ば
二

O

O
米
以
遠
に
て
は
全
然
光
が
見
え
宇
し
て
誘
蛾
力
を
滋

守
る
こ
と
な
し
。

(
右
ア
イ
ル
タ
・1
は
既
に
外
園
に
於
て
は
製
品
と
し
て
一

般
に
版
賓
し
あ
り
た
る
も
の
に
し
て
、
近
時
本
邦
に
於

て
も
超
高
医
水
銀
ラ
ン
プ
用
の
も
の
が
マ
ツ
ダ
支
社
に

於
て
そ
の
完
成
を
見
て
を
る
J

以
上
。

× 

x 

× 

× 

、
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低
温
工
業
設
建
の
歴
史
は
比
較
的
新
し
い
の
で
あ
り
ま

し
て
)
今
か
ら
約
六
十
五
年
前
濁
逸
の
つ
カ
ー
ル
リ
ン
デ
L

氏
が
初
め
て
「
ア
ン
モ
ニ
ヤ
L

冷
凍
機
を
試
作
し
、
市
場

に
提
供
し
た
所
非
常
に
好
評
を
博
，し
、
之
が
歪
世
界
を
風

醸
し
て
以
来
今
日
の
隆
盛
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
泡
の
低
温
工
業
と
言
ふ
も
の
は
誠
に
徴
々
た
る

も
の
で
、
エ
業
と
言
ふ
よ
り
寧
ろ
極
く
簡
単
な
食
料
品
貯

蔵
の
技
に
終
始
し
て
る
た
他
に
は
僅
か
ば
か
り
の
研
究
用

低
温
装
置
が
あ
っ
た
の
み
で
あ
め
ま
す
。
食
料
品
の
貯
蔵

が
人
間
生
活
と
切
り
離
し
得
な
い
重
要
性
を
持
つ
事
は
昔

aS4も
箆
り
が
無
い
も
の
と
見
え
て
大
古
の
時
代
か
ら
殆

ん
ど
本
能
的
.に
低
温
を
利
用
し
て
暦
た
と
言
ふ
幾
多
の
文

献
が
現
在
残
っ
て
居
り
ま
す
。
例
へ
ば
水
の
蒸
設
潜
熱
(
気

化
熱
〉
を
利
用
し
た
素
爆
の
査
に
食
物
を
冷
却
貯
蔵
し
た

も
の
等
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
ま
せ
う
。

比
庭
で
一
寸
お
断
り
致
し
て
置
き
ま
す
が
、
低
溢
工
業

に
於
い
て
低
温
と
は
何
度
結
を
言
ふ
の
か
と
申
し
ま
す

と
、
勿
論
巌
密
な
境
界
が
あ
る
謬
で
は
無
い
の
で
あ
り
ま

芝

浦

安
マ

ザ

グ

ヱ

業

株

式

曾

駐

す
が
大
睦
常
温
(
橋
氏
一
五
度
附
近
〉
以
下
構
氏
零
下
九
、

。
度
附
涯
の
温
度
を
申
し
て
居
り
ま
し
て
、
そ
れ
以
下
旬

概
氏
九

O
度
附
近
か
ら
絶
世
温
度
の
零
度
(
橋
氏
零
下
二

七
三
度
v，
附
近
記
の
温
度
を
取
扱
ふ
の
は
低
温
物
理
撃
の

範
閣
に
属
し
、
現
在
の
所
、此
の
様
な
極
低
温
は
未
だ
一
般

工
業
化
さ
れ
て
居
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
尤
も
一
八
九

五
年
前
述
の

つ
カ
l
ル
リ
ン
デ
L

氏
が
空
気
の
液
化
に
成

功
さ
れ
、
所
謂
液
髄
空
気
を
市
場
に
出
み
ま
し
た
が
、
工

業
的
に
大
量
の
液
鑑
忠
一
気
を
得
る
事
は
、
資
際
問
題
と
し

て
非
常
に
膨
大
な
る
設
備
が
必
要
と
さ
れ
、
従
っ
て
製
品

の
阜
債
が
極
め
て
高
債
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
主
(
の
他

に
も
種
々
の
困
難
芯
問
題
が
あ
り
ま
し
て
目
下
の
所
、
之

を
使
用
し
て
工
業
的
な
大
型
の
冷
凍
装
置
に
一
際
用
す
る
事

は
一
般
に
行
は
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
バ
液
鑑
空
気
，

の
温
度
は
大
気
匿
の
下
に
於
い
て
橋
氏
零
下
一
北
」
度
で

あ
り
ま
す
〉

扱
、
現
在
戦
時
下
の
低
温
工
業
は
、
一
盤
ど
の
方
面
に

醸
用
さ
れ
て
居
る
か
と
申
し
ま
す
と
、
非
常
に
康
範
圏
に

Itf、

宅き

1寸「

s 
事

園田圃

-

、渡
っ
て
居
り
ま
し
て
、
約
四
百
種
類
の
工
業
が
其
の
生
産

工
程
そ
の
他
に
低
温
装
置
を
使
う
て
居
る
の
で
あ
り
ま

一
々
御
一
説
明
致
し
ま
す
と
煩
雑
に
な
り
ま
す
の
で
其

官。
'
の
内
主
要
な
も
の
一
一
、
三
に
就
い
て
御
説
明
致
し
ま
す
。

第
一
は
航
空
機
方
面
で
御
座
い
ま
す
が
、
御
承
知
の
如

く
上
空
は
か
な
り
低
温
で
命
り
ま
し
て
、
主
〈
の
低
温
度
に

従
っ
て
種
々
な
恒
介
な
現
象
が
附
随
し
て
来
る
の
で
あ
り

ま
す
。
之
等
の
現
象
は
地
よ
で
強
め
研
究
し
議
し
て
置
か

ね
ば
な
ら
示
、
従
づ
て
之
等
の
低
温
を
地
、上
に
於
い
て
出

現
せ
じ
め
、
低
温
に
闘
す
る
線
ゆ
る
寅
除
土
し
て
置
か
ね

一一一 14一一一.、

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
ど
う
し
て
も
低
温
装
置
が
必

要
と
な
っ
て
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。
航
空
機
関
係
で
低
温

装
置
の
際
用
さ
れ
て
ゐ
る
方
面
を
御
紹
介
申
し
上
げ
ま
す

と
弐
の
様
な
も
の
で
御
座
い
ま
す
。

航
空
用
護
動
機
の
性
能
試
験
装
雷

分
品
の
性
能
試
験
装
置

航
宏
一
計
器
類
註
部

機
種
各
部
の
耐
震
強
度
試
験
装

操
縦
者
搭
乗
者
の
生
理

衛置
生
IL' 
理
朕
一態
.2.，-
一
般
の
試
験
装
置

潤
滑
油
の
凍
結
試
験
装
置



(
之
等
の
装
置
は
、
温
度
筑
摩
詑
濃
度
を
各
々
高
度
に

従
ひ
任
意
に
調
整
し
得
る
様
に
な
っ
て
居
り
ま
す
)

機
盤
整
粧
吹
付
等
に
封
す
る
滅
線
装
置
、
そ
の
他
航
空

機
用
部
品
の
製
浩
詑
貯
臓
に
低
温
，装
置
は
庚
〈
利
用
さ
れ

て
居
る
の
で
御
座
い
ま
す
。

以
上
の
如
く
航
空
工
業
全
般
に
渡
り
低
温
工
業
は
不
可

候
の
支
持
を
な
し
、
そ
の
完
全
な
る
援
蓮
を
促
準
し
て
ゐ

，

る
の
で
あ
り
ま
す
。

話一一

第
二
に
化
翠
工
業
方
面
で
は
略
戦
守
遂
行
上
経
罷
必
要
な

火
薬
の
元
、
漣
硝
酸
の
製
造
に
)
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ヤ
の
製

造
に
或
は
亦
石
炭
液
化
、
石
油
精
製
工
業
に
低
温
工
業
は

盛
ん
に
利
用
さ
れ

τ居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
其
の
他
火
薬

の業

の
貯
戴
一
般
化
塵
薬
品
の
貯
戯
誌
に
合
成
ゴ
ム
、
合
成
樹

脂
、
染
料
、
曹
蓮
各
工
業
に
必
要
歓
く
‘
べ
か
ら
ぎ
る
も
の

と
成
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

第
三
に
兵
器
類
の
極
寒
地
試
験
を
府
内
地
で
や
る
篤
に
も

ヱi昆一一倍

低
温
装
置
は
必
要
と
な
っ
で
参
り
ま
す
。
例
へ
ば
戟
草
の

襲
甲
板
の
低
温
に
於
け
る
物
理
的
性
能
試
験
、
野
戟
通
信

器
の
電
気
的
性
質
の
質
化
、
電
池
の
凍
結
試
験
、
其
の
他

一
般
兵
器
の
耐
寒
試
験
光
竪
兵
器
の
絡
納
等
で
あ
り
ま

す。
叉
陸
自
事
方
面
に
於
け
る
血
液
の
冷
凍
総
選
、
主
要
細
菌

の
培
養
寓
員
工
業
に
於
け
る
現
像
液
の
温
度
保
存
、
ブ
イ

ル
ム
の
乾
燥
、
戦
時
下
図
民
の
食
品
確
保
は
申
す
に
及
ば

士す手

2第
者線
以将
区兵

巴J8
.依
z 新

品管
室容 J品

る
のム
係お ..lit. 

護霊
喜考
方銭
面山、̂ 空定E

封業
す戟

る
低
温
工
業
の
庭
用
は
枚
奉
に
暇
な
い
妖
態
で
あ
り
ま
す

こ
の
様
に
申
し
述
べ
て
参
り
ま
す
と
、
低
温
下
占
禁
が
現

在
如
何
に
重
要
な
る
工
業
部
門
を
占
め
て
ゐ
石
か
γ

お
判

り
に
な
っ
た
と
思
ひ
ま
す
。

弐
に
之
等
の
低
温
を
ど
う
し
て
出
現
し
て
ゐ
る
か
に
就

い
て
極
く
簡
単
に
申
し
地
ベ
度
い
と
思
ひ
ま
す
。
工
業
的

、
に
で
は
無
く
家
庭
的
に
簡
単
に
低
温
を
得
る
に
は
氷
か
零

を
用
ふ
れ
ば
良
い
の
で
す
。
然
し
之
で
は
摂
氏
零
度
以
下

に
は
下
り
ま
せ
ん
。
零
の
降
っ
た
日
コ
ッ
プ
に
零
を
取
っ

て
そ
の
中
へ
少
量
の
臨
を
入
れ
て
掻
き
交
ぜ
寒
暖
計
を
入

れ
て
置
く
と
温
度
は
零
下
二

O
度
を
指
し
ま
す
。
d

零
と
盟

化
カ
ル
シ
ウ
ム
を
混
じ
て
や
れ
ば
零
下
四
五
度
の
温
度
が

得
ら
れ
ま
す
。
叉
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
が
手
に
入
れ
ば
零
下
五

五
度
附
近
の
温
度
は
容
易
に
出
現
し
得
る
の
で
あ
り
ま

す
、
然
し
之
筈
の
方
法
を
以
っ
て
工
業
的
に
や
っ
て
も
う

ま
く
行
か
な
い
事
は
誰
の
眼
に
も
明
白
で
あ
り
ま
す
。
温

度
範
闇
が
制
限
さ
れ
、
時
間
的
に
永
績
性
が
な
く
且
維
持

費
が
か
さ
む
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て、

'工
業
的
と
は

ど
う
し
て
も
機
械
的
な
方
法
に
依
る
以
外
に
手
は
無
い
の

/

で
あ
り
ま
す
。
所
謂
冷
凍
機
を
用
ふ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

冷
凍
機
の
原
理
を
簡
車
に
御
読
朗
致
し
ま
す
，と
、
ピ
ス
ト

ン
に
よ
っ
て
冷
媒
(
ア
ン
モ
ニ
ヤ
瓦
斯
と
か
、
メ
チ

I
ル、

ク
ロ
.
ラ
イ
ド
と
か
、
フ
レ
オ
ン
と
言
ふ
様
な
非
常
な
低
温

度
で
た
易
く
蒸
援
す
る
瓦
斯
を
冷
媒
と
申
し
て
居
り
ま

す
V

を
摩
縮
致
し
ま
し
て
(
比
D
麿
縮
す
る
部
分
を
監
縮

J

機
と
申
し
て
居
り
ま
す
〉
水
或
は
塁
気
に
て
冷
却
致
し
ま

す
と
冷
媒
は
液
化
致
し
ま
す
(
此
の
液
化
す
る
部
分
を
凝

縮
器
と
言
ひ
ま
す
〉
此
の
液
化
致
し
志
し
た
冷
媒
を
銅
管

叉
は
鋼
管
に
正
目
的
の
低
温
箱
な
り
低
温
室
な
り
に
持
っ

て
参
り
，ま
し
て
、
其
底
で
念
に
膨
脹
さ
せ
.
る
の
で
あ
句
ま

す
ハ
之
を
温
度
膨
脹
穿
と
申
し
て
居
り
ま
す
)
そ
う
致
し

ま
す
と
今
、
迄
高
匿
に
監
縮
さ
れ
て
ゐ
た
液
鐘
の
冷
媒
が
念

に
低
墜
に
膨
脹
さ
れ
芯
篤
に
断
熱
膨
脹
占
言
ふ
現
象
を
起

し
、
冷
媒
自
身
の
温
度
が
非
常
に
低
温
度
に
降
る
の
で
あ

り
ま
す
。
此
の
低
温
度
に
降
っ
た
冷
媒
が
目
的
の
低
温
箱

内
に
取
付
け
て
あ
る
冷
却
器
(
叉
は
普
惑
、
銅
管
叉
は
鋼

管
を
誼
嘗
な
形
に
巻
い
た
も
の
で
あ
の
ま
す
)
に
流
れ
込

み
、
此
庭
で
感
ん
に
冷
媒
は
蒸
護
致
し
ま
す
が
、
其
の
時

周
園
よ
り
策
化
熱
を
奪
ひ
、
所
期
の
目
的
を
達
す
る
の
で

あ
り
ま
す
。
蒸
護
気
化
し
た
冷
媒
は
再
ぴ
一
元
の
匪
縮
機
に

/還
り
以
下
伺
様
の
行
程
を
繰
返

L
弐
第
に
箱
内
叉
は
室
内

の
温
度
を
低
下
せ
し
め
、
所
定
の
低
温
度
を
出
現
す
る
の

で
あ
り
ま
す
。
医
縮
機
に
は
往
復
ピ
ス
ト
ン
型
、
廻
鱒
型

、
タ
!
ポ
型
佐
一オ
が
あ
り
、
冷
却
器
に
も
其
の
用
途
に
際
じ
て

多
種
・多
様
な
型
式
が
あ
り
ま
す
d

凝
縮
器
に
は
水
で
冷
却

す
る
水
冷
式
(
大
型
に
主
と
し
で
用
ひ
ま
す
〉
と
塞
気
で

冷
却
す
る
空
冷
式
の
他
は
近
時
水
を
節
約
す
る
意
味
か
ら

'

蒸
護
.式
凝
縮
器
が
盛
ん
に
用
'ひ
ら
れ
初
め
ま
し
た
。

-叉
冷
凍
方
式
の
方
か
ら
丸
ま
す
と
一
段
摩
縮
冷
凍
方
式

(
上
越
の
如
く
一
度
摩
縮
し
、
猿
縮
1

・
液
化
、
膨
脹
、
戸
現

化
し
て
元
に
還
る
方
式
)
二
段
医
縮
冷
凍
方
式
(
之
は
一

度
医
縮
し
た
冷
媒
を
更
に
医
縮
す
る
方
式
)
三
段
、
四
段

¥ 
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迄
現
在
準
展
致
し
て
居
り
ま
す
。
冷
媒
の
種
類
，に
依
っ
て

還
ひ
ま
い
す
が
大
盤
構
氏
零
下
三

O
度
附
註
記
は
一
段
僅
縮

方
式
、
そ
れ
以
下
零
下
五
五
度
附
註
記
二
段
監
縮
方
式
、

司
そ
れ
以
下
零
下
七
五
度
附
近
迄
は
・
三
段
方
式
占
言
ふ
風
に

温
度
範
固
に
依
り
冷
凍
方
式
を
饗
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま

す。

話←ー

之
等
多
段
摩
縮
冷
凍
方
式
は
蓮
轄
の
熱
経
済
上
と
、
冷

媒
の
蒸
護
底
力
従
っ
て
蒸
割
以
温
度
を
低
下
せ
し
め
る
の
に

技
術
的
に
容
易
で
あ
る
と
言
ふ
二
つ
の
理
由
か
ら
最
狂
長

足
の
進
歩
を
し
て
来
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

共
に
冷
媒
の
事
を
一
寸
申
し
よ
げ
ま
す
。
此
の
冷
媒
と

。

冷
凍
機
の
関
係
は
人
間
で
申
し
ま
す
と
血
液
と
人
躍
と
で

も
言
ふ
援
な
関
係
で
御
座
い
ま
し
て
、
低
温
工
業
の
護
蓮

行
程
は
冷
媒
の
護
蓮
行
程
で
あ
ゐ
と
さ
へ
考
へ
ら
れ
る
の

で
あ
り
ま
す
。
現
在
冷
媒
と
し
て
最
も
優
秀
で
あ
る
と
思

は
れ
ま
す
の
は
、
ブ
レ
オ
ン
系
統
の
冷
媒
で
あ
り
ま
し
て

業ヱi昆一一倍

分
子
式
で
申
し
ま
す
と
の
己
、

5
400-3
噌。
3u
等
で
あ

り
ま
す
。
之
等
の
冷
媒
は
無
味
無
臭
で
取
扱
ひ
に
何
等
の

危
険
も
無
く
、
し
か
も
熱
力
車
、的
に
申
し
て
誠
に
優
秀
な

幾
多
の
性
質
を
持
ち
、
世
界
各
園
で
目
下
盛
ん
に
研
究
さ

れ
製
造
さ
れ
て
居
り
ま
す
。
之
に
突
ぐ
冷
媒
と
じ
て
は
、

「
メ
チ

l
ル
、
ク
ロ
ラ
イ
ド
」
ベ
ア
ン
モ
ニ
ヤ

L
4
エ
タ
ン
」
、

「
ヱ
ヂ
レ
ン
」
等
低
温
冷
媒
と
し
て
用
ひ
ら
れ
ぺ
居
り
ま

す。
以
上
誠
に
大
ざ
っ
ぱ
に
低
温
工
業
に
就
い
て
お
話
致
し

ま
し
た
が
、
今
日
産
業
立
園
の
超
非
常
時
局
に
際
曾
致
じ

f 

， ， 

ま
し
て
五
口
々
低
温
工
業
に
従
事
す
る
技
術
家
は
、
其
の
使

命
の
愈
々
重
大
な
る
事
を
痛
感
し
、
今
後
益
々
努
力
奮
闘

し
以
っ
て
園
家
に
報
ゆ
る
畳
悟
で
御
座
い
ま
す
。
吾
が
芝

浦
マ
ツ
ダ
工
業
株
式
曾
祉
に
於
き
ま
し
で
も
之
等
低
温
装

置
を
主
映
と
致
し
ま
し
て
、
軍
官
民
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら

有
J

線

放

送

宰

瞬
間
有
様
批
詮
と
は
電
話
線
或
は
電
燈
線
を
利
用
し

て

放
怠
プ
ロ
グ
ラ
配
を
惇
達
分
配
す
る
も
川の
で
あ
っ

fI
わ
が
閣
に
於
て
は
以
前
か
ら
逓
信
省
に
於
て
、

無
線
周
針
数
帯
の
剖
や
聞
を
打
開
す
る
嬬
と
、
混
信
、

空
気
電
雑
音
等
無
線
技
術
上
の
困
難
を
打
開
す
る
も

e

の
と
し
て
の
研
究
で
あ
っ
た
。
し
か
h

る
に
世
界
各
閣

，n
際
聞
の
情
勢
が
緊
迫
化
、し
高
性
能
爆
撃
機
と
機
上

方
向
探
知
機
の
護
達
は
都
市
の
遠
距
離
爆
撃
を
可
能

な
ら
し
め
た
。
こ
こ
に
於
て
有
線
放
送
は
防
空
針
策

上
よ
り
の
緊
念
施
設
の
要
が
認
め
ら
れ
、
既
に
一
部

守
ち
山
川
市
に
於
て
は
試
験
的
に
貫
施
せ
ら
れ
つ
、
あ
る

が
、
本
年
度
よ
り
は
本
格
的
に
費
施
さ
れ
そ
う
で
あ

、

る
。
放
設
局
演
奏
所
よ
り
の
有
線
放
会
の
-Z

自
由
峰
は
連

f

絡
線
に
よ
っ
て
最
寄
の
電
話
局
に
導
か
れ
こ
ご
に
新

に
設
置
さ
れ
た
有
線
放
還
機
に
よ
っ
て
一
五
五
キ
ロ

4

サ
イ
ク
ル
の
高
周
設
に
饗
換
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

電
活
昔
轄
の
上
に
分
波
器
を
経
七
重
畳
さ
れ
て
還
り

出
さ
れ
る
。
電
話
の
一
音
卑
電
流

ρ
上
に
乗
せ
ら
れ
た

の
低
温
装
置
の
御
要
求
じ
封
し
御
満
足
を
得
て
ゐ
る
と
同

時
に
拡
内
に
於
い
て
は
日
夜
寝
食
を
忘
わ
'虞
撃
な
る
研
究

を
致
し
、
.
こ
の
低
温
工
業
の
準
歩
護
蓮
に
貢
献
せ
ん
事
を

期
し
て
ゐ
る
弐
第
で
あ
り
ま
す
。

放
設
周
波
電
流
体
、
各
柳
川
入
者
の
電
話
機
に
装
備
さ

れ
た
分
波
器
を
遁
じ
放
詮
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
が
有
線

放
設
受
信
機
に
よ
'っ
て
聴
取
さ
れ
る
。

電
燈
電
力
繰
を
利
用
す
る
有
線
放
題
ト
の
こ
れ
と
同

じ
理
窟
で
あ
っ
て
有
線
放
設
よ
り
出
た
高
周
波
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
高
座
用
材
合
蓄
電
器
を
過
て
三
三

O
Oボ

ル
ト
の
高
座
線
に
怠
り
出
さ
a

れ
接
電
所
、
柱
上
渡
座

器
を
過
て
交
流
受
信
機
に
使
用
し
て
'ゐ
る
も
の
な
れ

ば
そ
の
ま
〉
聴
取
出
来
る
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
無
線
放
送
の
有
線
牝
は
吾
園
調
特
の

研
究
登
達
を
儒
し
て
既
に
先
般
東
京
市
内
に
於
け
る

電
話
線
利
用
な
ら
び
に
沼
津
に
於
け
る
電
燈
線
利
用

に
よ
っ
て
費
地
に
テ
ス
ト
さ
れ
結
果
は
換
め
て
良
好

'

.で
あ
り
技
術
的
に
も
好
成
績
を
牧
め
て
ゐ
る
。
三
れ

に
よ
っ
て
敵
空
襲
に
際
し
て
ラ
ジ
オ
電
波
を
敵
に
利

用
せ
し
め
歩
、
空
襲
時
も
民
家
に
適
確
一な
る
防
空
指
，

令
を
惇
箸
せ
七
め
る
事
が
出
来
る
。
今
や
一
億
園
民

の
要
望
に
臆
へ
て
嘗
局
に
於
て
も
そ
の
整
備
は
着
々

進
行
中
と
の
事
ゆ
ゑ
、
そ
の
費
現
も
早
晩
見
ら
れ
る

環
定
で
あ
る
。

， 

‘ 
• 

• 
2
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載

座
連
講

一
、
は

し

2うえ

き

夜
の
帳
り
が
静
か
に
下
り
て
段
々
一
暗
ゃ
な
る
と
、
我
々

は
n
日
が
暮
れ
た
暗
く
な
っ
た
μ

と
言
っ

て
電
気
の
ス
イ

ツ
チ
を
捻
る
u

す
る
と
パ
ツ
と
あ
た
り
が
明
る
く
な
る
乙

此
の
様
な
事
を
私
蓮
は
一
年
三
百
六
十
五
日
や

っ
て
来
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
電
気
の
ス

イ
ッ
チ
を
捻
れ
ば
明

る
く
な
志
と
言
ふ
事
を
何
の
気
な
し
に
、
文
何
の
注
意
も
一

梯
は
?
に
や
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
別
段
不
審
も
有
難

さ
も
感
じ
た
事
は
な
い
c

丁
度
空
気
の
有
難
さ
を
感
じ
な

い
の
と
閉
じ
様
に
」

然
し
停
電
し
た
り
、
防
塞
演
習
が
あ
っ
た
わ
し
いた
時
に

ど
れ
丈
け
慌
て
る
事
だ
ら
う
。
ヤ
レ
蝋
燭
の
、
ヤ
レ
マ
ヅ

チ
だ
の
と
大
騒
ぎ
す
る
。

比
の
時
程
我
々
は
電
燈
の
有
難
さ
を
シ
ミ
ル
¥
感
じ
た

事
は
な
い
の
で
あ
る
。

此
れ
は
何
の
篤
め
で
あ
る
か
。

そ
れ
は
余
り
明
の
を
得
る
事
が
容
易
で
あ
っ
た
か
ら
で

1 

あ
る
。
昔
か
ら
油
断
と
言
ふ
言
葉
が
あ
る
。
油
断
神戸
}
言
ふ

字
を
直
課
す
れ
ば
何
だ
か
解
ら
な
い
。
之
れ
は
大
昔
明
り

を
得
る
事
が
大
慶
六
ケ
敷
く
非
常
な
労
力
を
掛
け
て
明
り

を
得
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
ヤ
ツ
ト
得
た
明
り
を
絶
さ
な

い
様
に
人
を
つ
け
て
絶
え
・
?
泊
を
注
入
す
る
、

、若
し
怠
っ

て
油
を
絶
や
す
様
な
事
が
あ
れ
ば
大
盤
で
あ
る
、
そ
の
燈

番
は
直
ち
に
死
刑
に
な
る
司。
此
ん
な
事
か
ら
油
断
と
，か
油

断
大
敵
と
か
言
、
三
一
言
葉
が
出
て
来
た
と
博
へ
ら
れ
て
ゐ

。

¥

'
 

4
Q
C
 昔

と
今
と
比
べ
る
と
何
と
大
き
な
懸
隔
が
あ
る
事
で
あ

ら
う
c

電
球
が
比
内
程
有
難
が
ら
れ
も
し
な
い
程
一
般
に

普
及
し
た
の
は
弐
の
様
な
捺
件
に
か
・な
っ
て
ゐ
る
か
ら
で

あ
ら
う
と
思
は
れ
る
o

xそ
文
化
の
準
ん
だ
時
代
の
燈
火
と
し
て
如
何
な
る
僚

件
を
具
備
す
べ
き
か
、
大
略
考
へ
つ
か
れ
る
の
は
弐
の
様

な
、 も

ロイの
し、で、

黙黙あ
滅火 e る
が前
自の
在準
で備
あが
る面
事倒
で
な

事

球第 '
第一

一工
技業
術部
課電

九 、

飯

之

田

孝

ハ
、
火
災
等
s

の
危
険
が
な
い
t

事

二
、
有
害
な
瓦
斯
や
煤
煙
を
生
じ
な
い
事

ホ
3

太
陽
に
似
た
光
で
あ
る
事

へ
、
明
暗
が
自
由
に
出
来
る
事

ト
、
光
に
明
暗
の
饗
化
が
な
い
事

J

ナ
、
明
る
さ
の
種
類
が
自
由
で
あ
る
事

ヌ ‘リ

安 移
債軍j
で携
あ帯
る tこ
事使
茅Ij
で
()') 

Q 

事

ル
、
話
燈
中
種
々
の
操
作
が
要
ら
な
い
事

電
球
は
右
の
僚
件
を
大
鐘
具
へ
て
ゐ
る
と
言
っ
て
良

い
c

卸
ち
電
燈
の
ス
イ
ッ
チ
を
捻
れ
ば
簡
車
に
黙
火
す
る

し
、
消
そ
う
と
思
つ
で
も
至
極
簡
車
で
あ
る
。
文
瓦
斯
燈

や
提
燈
等
の
様
に
火
災
の
危
険
が
殆
ん
ど
な
い
。
火
傷
等

の
傷
害
も
無
い
。
し
か
し
少
々
感
電
す
る
と
言
ふ
心
配
は

あ
る
が
、
普
通
の
妖
態
で
は
絶
佳
に
感
電
し
‘な
い
様
に
出

来
て
ゐ
る
。
叉
俄
令
そ
ん
な
事
が
あ
っ
て
も
電
摩
が
一

O

O
ボ
ル
ト
程
度
の
低
監
で
あ
る
か
ら
人
聞
に
は
何
等
の
傷

筈
を
起
さ
な
い
。
電
燈
を
賭
け
た
か
ら
と
言
っ

て
瓦
斯
に

f 

一一 li一二

/ 
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中
毒
し
た
り
す
る
様
な
事
も
な
い
。
叉
時
と
し
て
は
道
主
外

線
を
多
分
仁
出
さ
せ
る
様
な
保
健
の
目
的
に
作
ら
れ
た
電

球
さ
へ
あ
る
の
で
あ
る
。

叉
其
の
光
が
今
迄
の
燈
火
と
遣
っ
て
太
陽
光
線
に
近
い

し
、
一
度
鮪
燈
す
れ
ば
決
し
て
消
え
た
り
な
ん
か
し
な

ぃ
。
そ
し
て
貼
燈
中
入
手
を
要
し
な
い
で
明
る
さ
が
紹
え

十
一
定
で
あ
る
と
言
ム
事
も
特
長
の
一
つ
で
.あ
る
。
懐
中

電
燈
の
様
に
移
動
も
出
来
る
。
支
他
の
燈
火
に
比
し
て
大

嬰
安
債
で
あ
る
。
比
わ
丈
け
の
特
徴
を
持
っ
て
ゐ
白る
の
で

あ
る
か
ら
世
間
一
般
に
普
及
す
る
の
も
無
理
は
な
い
と
考

へ
ら
れ
る
。

斯
く
非
常
に
普
及
し
た
電
球
に
就
而
一
際
簡
単
な
知
識

を
得
る
事
じ
し
よ
う
。

え」コミ
一 一一位

一一、
i

電
球
の
生
ひ
立
ち

前
述
の
様
に
左
程
注
意
も
さ
れ
な
い
電
球
が
甲
)
ん
な
に

普
及
す
る
迄
に
は
大
勢
の
撃
者
の
絶
え
ざ
る
努
力
と
研
究

が
あ
っ
た
事
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
c

之
等
の
努
力
の
跡

を
振
か
へ
っ
て
見
て
先
輩
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
共
に

n
温
古
知
新
“

の
見
地
か
ら
将
来
の
護
蓮
を
期
待
し
度

長
室
装
置
琵
達
の
歴
史

部品
球
製
造
工
程
上
歓
く
可
ら
ざ
る
も
の
は
員
主
で
あ
る

と
言
ふ
事
は
周
知
の
事
賓
で
あ
る
。
真
空
な
る
も
の
、は
そ

も

1
1今
を
去
る
丁
度
三
百
年
前
町
ち
西
歴
二
ハ
四
三
年

ト
リ
チ
ェ
リ
ー
が
一
米
位
の
管
仁
ポ
銀
を
充
満
じ
て
之
を

空
気

ρ入
ら
な
い
様
に
謹
き
に
な
じ
所
謂
M

ト
リ
チ
ェ
リ

ー
の
冥

2
8
な
る
も
の
を
作
っ
た
事
に
依
り
初
ま
る
P

嘗

時
の
科
撃
者
は
員
室
は
絶
撞
に
出
来
な
い
も
の
と
諦
め
て

る
た
よ
か
勾
で
あ
っ
た
。
グ
自
然
は
員
室
を
忌
む
d

と
の
諺

さ
へ
あ
っ
た
程
で
、
員
塞
は
甚
だ
縁
遠
い
も
の
と
考
へ
て

ゐ
た
も
の
で
あ
る

f
躍
が
此
の
グ
ト
リ
チ
ェ
リ
ー
の
虞

2
d
が
護
見
さ
れ
て
よ
り
真
空
に
封
す
る
研
究
が
行
は
れ
e

出
し
現
在
ヌ
は
高
度
の
員
塞
が
得
ら
れ
、
電
球
長
室
管
は

回
よ
り
凡
ゆ
る
文
明
利
器
に
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

ザ。。が
ト
リ
チ
ェ
リ
ー
の
真
空
d

設
見
後
七
年
に
ーし
て
オ
ツ

舟

ト
?
フ
ォ
ン
・
ゲ
ヱ
リ
ツ
ケ
は
第
一
圃
に
示
せ
る
が
如
ぐ

ピ
ス

ト
ン
の
様
な
形
を
し
た
長
室
ポ
ン
プ
を
設
問
し
た
心

之
れ
が
長
室
を
機
減
的
に
得
た
初
め
で
あ
っ
た
。
彼
は
此

れ
で
員
室
に
な
っ
た
容
器
を
ベ
ル
シ
ヤ
壬
の
面
前
で
八
頭

づ
〉
の
馬
で
引
張
り
合
さ
せ
た
が
離
れ
な
か
っ
た
と
言
ふ

質
験
を
し
た
の

は
有
名
な
話
で
あ
る
。守

此
の
最
初
の
機
械
的
ポ

ン
プ

で
得
ら
わ
た
長
室
笈
は
大

担E

策
医
の
一

0
0
0分
の一
z

程
度
で
あ
っ
た
。

ゲ
エ
リ
ッ
チ
の
ポ
ン
プ
の
略
圃
を
示
せ
ば
次
の
様
で
あ

る。
其
の
後
ロ
バ

i
ト
・
ボ
イ
ル
は
ゲ
1
リ
ツ
ケ
の
ポ
ン
プ

を
見
て
改
良
を
加
八
円
風
ポ
ン
プ
“
と
命
名
し
た
。

一
六
四
七
年
よ
り
一
七
一
四
年
、

。斗
ピ
V
は
ボ
イ
ル
と

共
に
働
い
て
ゐ
た
が
彼
は
二
サ
イ
ク
ル
の
ポ
ン
プ
及
び
慶
一

縮
ポ
ン
プ
を
護
明

L
た
の
で
あ
る
。

此
の
様
に
十
七
世
紀
の
聞
は
ポ
ン
プ
の
研
究
は
ー必
宇
し

も
ピ
ス
ト
ン
式
に
は
限
ら
い
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
J

例
へ
ば
シ

ユ
ベ
ン
タ

i
は
」
六
三
六
年
に
t

一
寸
縫
っ
た
歯
車
ポ
ン
プ

;

¥
守
護
明
し
此
の
ポ
ン
プ
は
現
在
に
於
て
も
使
用
さ
れ
低
買

。，
第一間

ゲーリツ ケのピストン'1mポンプ

l司

1最近の商寧ポンプ

第二

歯車ポン プ(1936年)" 

f 
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広
一用
に
札
周
さ
れ
て
ゐ
る
。
第
二
固
に
其
の
略

闘

を
，示

其
の
後
ル
パ

i
ト
は
今
の
廻
碍
油
ポ
ン
プ
と
構
造
が
類

似
し
た
ポ
ン
プ
を
設
問
し
た
と
言
ふ
記
録
が
あ
る
。
(
一
七

二
四
半
〉

現
在
一
般
に
使
用
さ
れ
て
ゐ
&
廻
師
陣
地
ポ
ン
プ
は
此
れ

よ
り
二

O
O年
後
に
ゲ
!
デ
l
に
依
っ

て
設
関
さ
れ
た
も

の
で
現
在
の
電
球
工
業
に
非
常
に
役
立
っ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
其
の
略
国
は
第
三
聞
に
一京
さ
計
て
ゐ
る
。

廻
停
泊
、ポ
ン
プ
の
機
構
を
大
略
記
述
す
れ
ば
弐
の
様
で

刈と一一一

J

め
る
。

金
属
翼
が
ス
プ

リ
ン
グ
に
依
り
器
の
雨
側
に
油
の
薄
唐

を
介
し
て
接
偶
し
中
心
を
升
わ
た
園
筒
と
共
に
矢
の
方
向

に
廻
師
押
す
る
と
政
気
口
か
ら
来
る
気
龍
を
排
気
口
の
方
ぺ

一一ー ;;:r::.
品工主

押
し
や
る
の
が
此
の
ポ
ン
プ
の
機
構
で
あ
る
。

以
上
は
大
鐘
機
械
的
に
員
室
を
得
た
も
の
で
あ
る
が
、

水
銀
を
利
周
し
て
真
空
を
得
る
方
法
が
別
途
に
設
建
し
て

来
た
。
即
ち
最
初
に
水
銀
を
利
用
し
て
真
空
を
得
か
の
は

ト
リ
ーチ
ェ
リ
ー
で
あ
る
が
(
ト
リ
チ
ェ
リ
ー
の
』
民
宰
は
現

在
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
気
象
率
上
非
常
に
役
立
っ
て
ゐ

る)、
其
の
後
エ
マ
ニ
エ
ル
・
ス
ウ

l
デ
ン
ポ
ル
グ
(
一
七

二
二
年
三
パ
ア
グ

1
(
一
七
八
四
年
〉
、
ヒ
シ
デ
ン
プ
ル
グ

(
一
七
八
七
年
)
、
パ
ツ
タ
ン
(
一
入
二
四
年
〉
等
が
各
々

ポ
ン
プ
を
研
究
し
た
が
中
に
も
ガ
イ
ス
レ
ル
管
を
作
っ
て

有
名
に
な
っ
た
ガ
イ
ス
レ
ル
が
一
八
五
五
年
に
ガ
イ
ス
レ

ル
ポ
ン
プ
を
作
っ
た
。
(
第
四
国
〉

/ 
¥
 

F
N
空V牛

γ
1
1
/‘
z

アン
ド
ド韓

国

廻

三

泊

第

の

I

日アゲ

金
属
翼園

第六幽
スフレン 'ア

ルりポンプ

第
四
回

町

h
m

古 1J.' 
ι イ
4、ス
レ

Jレ

CTY 

rピ
ジ

フ

/ 

第
五
闘

テ
ー
プ
一
ブ
の
ポ
ン
プ

割4

れ

『人
/
銭の一

プ
テ
ン
一
ポ
ゲ
散zJ
 

S
A
a
-

-闘
ト
七
y

第
リ

第
入
間

低.n~俳足口

第九薗ラン

グミヤーのl)jf:
結ポン プ

此
の
ポ
ン
プ
は
後
に
な
っ
て
ガ
イ
ス
レ
ル
に
依
り
更
に

改
良
さ
'れ
た
が
績
い
て
ポ
ン
が
其
の
仕
事
〆を
引
き
縫
い
で

研
究
し
た
。

其
の
後
デ

l
プ
ラ
!
こ
八
六
二
年
)
及
び
ス
プ
レ
ン

ゲ
ル
・
(
一
入
六
五
年
)
が
水
銀
ポ
ン
プ
を
作
り
此
等
の
ポ

ン
プ
の
改
良
さ
れ
た
型
が
エ
ツ
キ
ス
光
線
の
設
見
に
役
立

ち
、
四
百
墜
に
工
業
に
非
常
な
貢
献
を
な
し
た
寸
此
等
の
ポ

ン
プ
は
大
陸
一

0
0
0分
の
一
粍
程
度
の
員
室
度
迄
到
達

し
得
た
の
々
あ
る
。

テ
ー
プ
ラ

l
の
ポ
ン
プ
は
其
の
後
一
一
!
セ
ン
、
ス
タ
ー

ン
、
卜
ム
ソ
ン
等
の
手
に
依
り
種
々
改
良
が
加
へ
ら
れ
た
。

/ 

1j 
機

水

量
iit 

什ァ一一一一一一排
I~十債散孔 気

r 'i骨
l 却

11 水 、 1

2 

{ 

S‘ 

第十画。 ラ，ン ダ

ミヤーの凝結ポ/

Vプの，機構

叉
ス
プ
レ
ン
ゲ
ル
'の
ポ
ン
プ
も
ル
't
ド
〈
一
入
人

O
年
)

ブ
オ
ン
・
バ

l
市
!
(
ム
入
七
九
年
三
ギ
ツ
チ
ヤ

l
V
(
一

九
一
一
年
)
其
の
他
ワ
ラ
ジ
、
マ
ン
リ

l
等
に
依
の
種
々

改
良
が
加
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

命
此
の
升
ポ
ン
プ
に
種
々
の
考
案
が
あ
る
が
中
に
も
最

近
最
も
注
目
す
べ
き
高
虞
塞
ポ
ン
プ
が
護
朗
さ
れ
虞
塞
工

撃
に
多
大
の
貢
献
を
な
し
た
。
其
の
代
表
的
な
も
の
を
翠

げ
れ
ば
先
づ
ゲ
!
デ
)
の
蹟
散
ポ
ン
プ
で
あ
る
。

ゲ

I
デ
l
は
構
の
廻
韓
油
ポ
ン
プ
の
護
明
の
凶
作
に
水
銀

(
一
九
一
五

の
蒸
気
を
績
散
じ
て
高
度
の
露
宴
を
得
た
。

年〉
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ブンボ空員種ー

宮
市
右

手
か
す

各表第

類 法韓;豆

&〆

動自。ブンポ射噴7Jて

手動又ハ電動機5~10 税大5 X 10-2 (大気~)フン;~ ケリ

一-ア

ゲ

電動機(l/sH.P)150 27.5 5 X 10-2 (大気JliDプン
。
ー」ー.J、:樽廻ゲ

5x 10ヲ |、2x10ー7 1， 140o 1200，0 1，電動機e/sH.p)

5x 10-'~~10-31 . 一一 ‘ 15000~8000 1 ー カrrr 熱 (3仙の

十一- ， 1 800 . ーカリI 熱

ステンチン 水銀蒸 気ポンプ 1 1.5 一一 1 1000~4000 1 - けIII 熱

レイボ jレ;1"K型水銀蒸気ポンプ o.1 一一一 I ~ 150000 I -'ー け!日

チムレシ 二、段ポンプ 5--J5， 1 -- 11000~4000 1 -， I ~'I 

三段ポ ンア 1_20:"""30 I=-1川~20000| 一門

2却0~4→刊4刊o ， I 一 11印500ωO∞O叫一~ 1 >>.同H 熱〈ο仰l叩O∞伽w吋占

;正ι王王一と1-~￥土土土二二己ナ|ドい川2均仰捌一…Q叩側ト川O∞叫山Oト0~4→4
9x1叩O一-'Z 1 <，‘-1叩0-5 1 650∞0~70ωO∞O' 

8x 10ーさ 1 <10-5 '1 9500~10000 

7_x 10~'2 Iコ;了-'45~0 十
|く10-7 20000 ..1--二

動

重力

手

手，j、10-5 フンボフフア

10-4 〈大気!墜〉

《大気腿〉

プ I(大気腿)

y ン刀tノレレスイji" 

¥動

手動又ハ電動機

自

21 10~20 

ン

-r 

ゲ ー デ 一週蒋水銀ポン プ

ゲ フ

ラングミヤ ー 凝結ポンプ

クラウフォ ード水銀蒸 気ポンプ

ン

ボ

オz

Jレ

十

ゲ

分

ンレフス

熱(4.Skw) 

熱ス

熱(1000w)

フン段ポ

気ポ

ffil 
ιニi

デ

・
一
デ

ゲ

ゲ

フ
L
M
H『、、ISムフク ン

熱 "7"(4Sw) カI1ヒク "7;ノ、スタ ンプオード泊蒸気ポ ンプ

(70w) 

カ日

(6Sw) 

熱 (4S0w)

動

熱

カ日上

」二i司

，問

ゲ

l
デ
!
の
蹟
散
ポ
ン
プ
の
闘
を
示
せ
ば
第
七
固

の
様
な
も
の
で
あ
る
。

此
の
機
構
を
解
り
易
く
園
解
す
れ
ば
第
入
国
に
示

す
一通
り
で
あ
る
。

ボ
イ
ラ
ー
で
熱
せ
ら
れ
♂
出
て
来
る
水
銀
蒸
気
の

分
子
は
筒
を
上
か
ら
下
へ
流
れ
冷
却
水
で
蒸
気
は
議

結
し
て
一万
の
水
銀
に
還
る
。
此
の
際
水
銀
蒸
気
-の
盤

力
は
下
の
補
助
ポ
ン
プ
の
魅
力
に
比
し
て
著
る
し
く

高
い
か
ら
水
銀
分
子
は
勢
ひ
ょ
く
下
に
向
っ
て
流
れ
、

る
の
で
あ
る
。
比
の
時
排
気
さ
れ
ん
ど
す
る
管
の
瓦

斯
は
擁
散
の
原
理
に
従
っ
て
部
出
し
益
々
高
度
の
長

室
に
な
る
の

で
あ
る
a

。

5 x 10-'~ 

共
に
比
の
升
高
-真
宗
一
ポ
ン
プ
と
し
て
ラ
ン
グ
ミ
ヤ

ー
の
凝
結
ポ
ン
プ
が
あ
る
d

(

一
九
二
ハ
年
)

γA
N
月

，

ラ
シ
グ
ミ
ヤ
!
の
凝
結
ポ
ン
プ
か
圃
示
す
れ
ば
第
，

九
聞
の
様
で
あ
る
。

此
の
機
構
を
解
り
日
勿
〈
園
解
す
れ
ば
第
十
聞
に
一示

す
通
り
で
あ
る
。

ボ ルド泊蒸気ポンプ

機
構
は
大
盤
擁
散
ポ
ン
プ
と
同
様
で
あ
る
が
唯
掻

目

散
ポ
ン
プ
め
水
銀
蒸
気
の
魅
力
が
大
き
け
れ
ば
排
気

管
の
方
に
出
て
行
く
危
険
あ
り
叉
魅
力
が
小
さ
け
れ

ば
分
子
の
流
れ
が
弱
く
排
気
管
の
方
に
逆
流
す
る
倶

事

れ
が
あ
る
。
叉
筒
の
木
さ
に
依
り
水
銀
分
子
流
の
蓮

度
が
影
響
さ
れ
る
。

之
等
の
困
難
を
排
し
て
一
フ
ン
グ
ミ
ヤ

l
ぽ
第
九
割

の
如
き
凝
結
ポ
ン
プ
を
作
っ
た
の

-T
あ
る
。

Jレイ

、，、
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何
比
の
外
に
極
く
最
近
に
油
蹟
散
ポ
ン
'プ
が
遊
関
さ
れ

て
各
方
面
に
極
め
て
重
賓
が
ら
れ
て
ゐ
る
ν

此
の
ポ
ン
プ
は
大
鑑
前
記
の
水
銀
蹟
散
ポ
ン
プ
と
同
様

で
あ
る
が
、
水
銀
を
泊
に
嬰
へ
た
も
の
で
あ
る
ω

此
の
理
由
は
水
銀
は
相
蛍
の
蒸
気
監
を
有
す
る
が
故
に

ム両
度
の
員
室
を
要
す
る
場
合
は
水
銀
蒸
気
を
冷
却
せ
し
む

3

る
高
度
の
冷
却
装
置
が
必
要
で
あ
る
。
次
に
水
銀
蒸
策
は

)~ミ一一て

電
摩
に
依
っ
て
グ
ロ
ー
を
生
じ
易
い
事
で
あ
る
。
叉
水
銀

蒸
気
は
若
し
漏
れ
て
ゐ
る
様
な
事
が
あ
れ
ほ
人
躍
に
甚
だ

し
い
害
を
生
じ
、
其
の
品
川
他
の
金
属
と
化
合
し
た
り
、
ア

マ
ル
ガ
ム
を
作
っ
た
り
す
る
困
難
が
あ
る
。

此
の
篤
め
に
水
銀
の
代
り
に
，。ハ
一
フ
ブ
バ
ン
来
茨
化
水
素

の
合
成
睦
を
使
用
し
て
非
常
な
る
好
成
績
を
得
た
の
で
あ

ヨ9・
Q 
o 

一一 定

最
後
に
各
種
の
ポ
ン
プ
の
到
達
虞
塞
度
、
排
気
速
度
紘
一一リ

の
表
(
第
一
表
)
を
掲
げ
て
此
の
頂
を
終
る
事
と
寸
る
。

司.-1.

× 

× 

事

務

盗塁 、室
光 r-
'7 1'-

ー'フ

~ぎ

蛍
光
ラ
ン
プ
は
既
に
皆
同
曾
社
内
工
場
の

一
部
並
に
マ
ツ
ダ
ピ
ル
及
び
責
屈
の
一
部

に
鮪
燈
さ
れ
居
る
も
、
今
悶
新
じ
く
事
務

室
の
一
部
暗
い
個
所
に
設
備
さ
れ
た
。
ム

れ
は
事
務
室
の
照
明
に
は
恐
ら
く
理
想
的

で
あ
ら
う
。
光
源
の
肢
輝
の
勲
、
光
質
の

勲
、
何
れ
の
僚
件
を
考
へ

τも
満
足
で
あ

る
。
そ
の
効
果
は
充
分
で
執
務
者
も
非
常

に
気
持
兵
く
調
乎
が
良
い
と
一
去
っ
て
賠

る
。
特
に
日
浅
後
の
感
じ
は
他
の
い
照
明
と

t

は
比
較
に
な
ら
ぬ
と
一
云
っ
て
屑
る
。

取
付
を
な
せ
る
結
果
照
度
計
の
讃
み
は

一O
O
Jル
ク
ス

， . 

はあな
増 fこ‘る
しりも
邪 d下執

魔己覗 ‘務
物力 iに

後、の設備

くぴ〉

と lス
も 、タ

充ン
分ド
のな

較
一
7
更

明
る
さ
を
沼
町
て

居
る
G

務

一白
具

a

一
，器
一
明

一

召

“

ト

一
i
用

ツ

一

プ

ワ

〆

一

ン

O

一

ラ

五

一

廉

‘
百

ス

「

健

球

ク

一

グ

電

ル

一
、
ッ

熱

γ
O

一.
7

白
r

七

後

備

イ
可6

，更 i前
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民え

建

設手既
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ニュース
柔往

重象

国
産
ラ
ジ
オ
轟
空
管

の
名
積
一
統
一
さ
る

先
般
来
商
工
省
に
於
て
困
産
ラ
ジ
オ
用
員

空
管
の
型
名
附
奥
に

つ
い
で

規
輩
統
一
を

計
つ

τ
ゐ
た
が
、
ム
マ
同
社
圏
法
人
電
気
通

信
協
曾
の
も
と
に
於
て
殻
格
な
る
試
験
の

決
果
、
弊
枇
製
品
に
謝
し

て
左

の
如
く
附

和

山川
ヘせ
白ら
れ
た
。
最
近
我
閣
に
於
け
る
ラ
ジ

オ
聴
取
者
の
増
加
は
著
し
し
、
殊
に
大
東

班
戦
争
勃
渡
以
来
最
早
ラ
ジ
オ
は
図
民
一

止

家
一

盛
の
必
需
品
た
り
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
之
に
要
す
る
員
空
管
の
教
は
年
々
一
披

千
高
伺
と
い
ふ
葉
大
な
数
字
に
上
っ

て
ゐ

る
の

で
新
型
名
の
採
用
は
園
内
に
於
て

の

利
便
の
み
で
は
な

く
従
来
欧
米
製
品
り
濁

占
に
委
せ
て
居
っ
た
南
方
市
場
に
闘
産
品

を
、
進
出
さ
せ
ゐ
上

t
於
て
も
緊
要
適
切
な

措
置
と
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。
今
後
各
方
市

に
こ
の
員
空
管
使
用
、
購
入
そ
の
他
に
於

¥ 

て
は
本
型
名
を
使
用
す
る
事
に
な
る
3

こ

ーの
型
名
は
吾
が
園
特
有
の
も
の
で
あ
，っ
て

お
吋
l
ぐ
H

と
一
五
ふ
如
く
第
、一
項
の
数
字

は
織
僚
電
座
第
二
項
の
文
字
は
使
用
口
金

五
脚
)
口
金
、
第
三
項
の
文
字
ほ
牲
能
用

金
V
な
れ
ば
噌
幅
用
と
い
ふ
誇
で
1

第
四

-

或
は
そ
の
特
性
を
一
示
l
M

て
ゐ
る
。
今
同
弊
，

枇
受
信
用
員
空
管
に
附
奥
き
れ
た
型
名
は

次
の
如
く
で
あ
る
。

種
別

Y 
な

ら

即
ち

U 
y 

'" に--;
肘

ω 
~ I ‘u、
出

JR 

名 l繊手v干座l使用口金[ 用

〔規j "2Y-P2 I 2 I 5)3 (UY) 電 池式受信機用
〈奮 UY~-IF4) 電 力増幅五撤管

[;JJiJ 2X-R2 ~. I 2 ' I 4B(UX) 電池式受信機用高能'管
(奮 VX-IB4)

〔規J. '2X-V2 2、 4B(UX) 電'-""""1池 式受信ー機用
〈奮 UX-IA4)1 -. l' 1埼周波増幅管

〔規コ ~2Y---'--Ll I 12 l' 5B(UYう ス受信機周
低周波噌幅管

~ 

〔規J 12Z-Pl 12 - " 1.. 6B(UZ) 砧 ス受信機用
地力噌 l恒管

[;J~J -12Y-R1 I 12 . I 5B(UY) ス受信機府 l
高能管

〔規J 12Y-Vl' I 12 . I 5B(UY) 一 ス受信機用
l苛周波 .噌 I恒用

、、

〔規J . 12X-K1 I 12 I 4B(U.X) ス受信機ー用
宇 i皮整 :流 。‘管、

〔規J 24Z-K2 24 I 6B(UZ、) 品 ス受信機用| 倍 屯座整 流管

マ
ツ
ダ
超
高
慶
水
銀
健
康
燈

会
H
L
I
一005
に
よ
る
誘
蛾

、
燈
の
普
及

本
誌
記
事
中
に
於
て
も
マ
ツ
内ダ
高
墜
水

銀
燈
に
よ
る

1
短
波
光
養
魚
誘
蛾
燈
」
に

つ
い
て
関
係
嘗
局
の
御
護
表
を
得
て
ゐ
る
‘

が
、
高
臨
時
水
銀
燈

(
H
L
l
三
O
O
)
の
姉

妹
品
た
る
超
高
監
水
銀
健
康
燈
(
S
H
L
l

一
O
O
K
〉
も
H
L
1
三
O
Oに
比
し
て
形

'朕
が
小

3
い
事
、
滑
費
電
力
の
一

(
U
O
W

足
ら
す
と
い
ふ
事
)
高
能
率
た
る
事
に
て

i

ン

こ
れ
叫
誘
蛾
燈
に
開
hA
る
事
が
非
常
に
儲

ん
に
な
っ
て
来
て
ゐ
る
。
殊
に
超
高
摩
水

‘

銀
健
康
燈
は
升
球
に
董
丹
線
一
透
遁
ガ
一
フ

F

'

を
使
用
し
、
多
量
の
蓋
升
線
を
放
出
す
る

篤
こ
れ
に
車
外
線
鴻
光
ガ
ラ
ス
'を
使
用
す

ー

れ
ば
燈
火
管
制
中
も
誘
蛾
燈
と
し
て
高
能

蕊
を
護
揮
す
る
事
が
出
来
る
。

山
口
懸
聴
で
は
同
豚
下
に
於
け
る
農
村

へ
五
五

O
燈
の
本
誘
蛾
燈
を
設
置
す
る
預
，f

定
に
て
嘗
祉
に
て
も
今
農
繁
期
じ
間
に
合

怯
す
べ

ζ
製
作
を
念
い
で
ゐ
る
。
信
九
州

地
方
、
閥
西
地
方
に
?
も
韻
々
設
置
さ
れ

る
預
定
で
あ
る
。
こ
の

S
H
L
l
一
O
O
K
'

用
誘
蛾
燈
は
嘗
祉
の
設
計
製
作
に
な
る
も

の
で
外
観
は
窓
員
の
如
き
も
の
で
あ
る
G
F

食
糧
増
産
の
聾
大
な
る
こ
の
時
此
の
新

誘
蛾
燈
が
費
用
化
さ
れ
て
行
く
事
は
識
に

，欣
快
'と
す
る
と
ニ
ろ
で
あ
る
。

1 

1 

、
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弊
社
員
室
管
工
場
に

蛍
光

-7Jブ
の
設
置

川
崎
の
真
空
管
工
場
で
、
織
僚
、
格
子
、

陽
極
等
の
製
作
や
組
立
を
行
ふ
所
は
、
従

来
四

O
又
は
」
ハ

O
ワ
ッ

ト
電
球
で
局
部
照

明
を
用
ひ
て
居
た
。
之
は
想
像
以
上
に
細

か
い
仕
事
で
、
篤
に
従
業
員
の
眼
其
他
の

疲
労
甚
だ
し
く
、
そ
れ
を
救
は
う
と
し
で

照
度
を
高
く
す
る
事
は
η

肢
輝
や
、
電
球
の

幅
射
熱
に
よ
る
惑
い
影
響
を
増
す
の
で
、

悶
雑
で
あ
っ
た
。

最
近
、
比
庭
に
蛍
光
ラ
ン
プ

二
O
ワ
ツ

ト
に
E
R
二

O
一
A
の
器
具
を
組
合
せ
て

用
ひ
る
事
と
成
っ
た
。
照
度
は
局
部
照
明

の
こ
と
と
で
、
は
っ
き
り
測
り
難
い
が
、

九
龍
六
、
七
百
ル
ク
ス
位
で
あ
っ
て
、
奮

設
備
よ
り
一
寸
明
る
い
程
度
で
あ
る
が
E

照
明
面
積
が
増
し
た
事
ゃ
、
蹟
散
性
が
良

い
事
等
で
大
問
先
に
見
易
く
な
っ
た
。

取
附
後
、
幾
日
も
経
た
な
内
に
て
従
業

.
員
の
疲
労
感
ゃ
、
目
の
痛
み
を
訴
へ
る
も

の
が
念
激
に
減
っ
た
。
之
を
筒
労
働
科
撃

の
見
地
か
ら
明
確

U
し
よ
う
と
、
目
下
弊

社
厚
生
部
能
率
謀
に
於
て
、
努
働
科
事
研

究
所
異
議
春
戯
氏
の
援
助
を
得
て
詳
細
に

研
究
中
で
あ
る
。
(
黒
津
〉

3 

場9U 陳

山
富
一
日
綜
合
研
究
所

講
演
曾
開
催
さ
る

五
月
三
十
日
活
筑
倶
柴
部
に
於
て
綜
合

.，
研
究
所
設
立
最
初
の
研
究
賞
表
講
演
命
日
が

開
催
さ
れ
次
の
如
く
各
研
究
所
よ
り
の
新

し
い

研
究
資
表
が
長
時
間
に
亘
っ
て
行
は

れ
成
功
裡
に
閉
曾
し
た
0

4

1

-

一
、
工
具
用
特
球
念
金
に
就
て

一

綜
合
研
究
所
令
毘

，
、

1

f

'L
U
M

一

工
業
研
究
所

e

・4

、ーホ
H

裂

-

二
、
焼
結
軸
受
合
金

の

研

究

-

お

綜
合
研
究
所
合
属
‘

1
事

一

材

料

研

究

所

コ

殿

博

士

・中

村

業

J

一

河

・合

成

消

一

熊

谷

三

郎

一

曾

五:EH F;

盛綜ア化綜合工綜:空
工合Jレ毎見合成業合気
笑腕ミ研防総研阪電
研究ナ究究縁究究池
究所員u所所油.lfrJ:iJi腕
.lfr娃品 '資占 化究
践にねそ修庁、a
古い (/) ・-. 

~~ L'~ 感概
蒜て胤況

伊不城

藤被所

集橘 114 

1勇三 二

高

橋

演

E霊綜電
気合現
芯防予象
究究額
所所則

芝1ir
uロ強

議:き
博凪

ゴ=
美一

菊色

忠貞

夫三

七
、
電
子
苅
微
鏡
研
究
の
紙
況

毒

綜

合

研

究

所

電
子

Z

請

工

業

研

究

所

理

的

世

博

士

設

尾

第

一
郎

/

'
入
、
最

、
近

の

放

亀

燈

1
v

紙
一
一
印
紙
断
電
線
品

工
殿
博

士

官

黒

岡

常

雄

九
、
工
作
機
蓮
鯨
に
於

け
る

放
一也
管
の
際
用

;

綜
合
開
究
所
芝
淘

.電
気
開
究
所

'

d

松
a

下

義

雄

一
O
、
近
代
議
と
音
響
機
器

綜
合
研
究
所
電
チ

機

器

開

館

所

工

感

紳

士

千

葉

茂

太

、
郎

以

上

J 
~ 

団
組
j
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大
東
亜
共
栄
圏
の
電
気
事
業
展
望

未
開
設
の
東
海
岸

注
目
さ
れ
る

}高
度
の
設
展

フ
イ
リ
ヴ
ピ
シ
の
巻

プ
イ
リ
ツ
ピ
ン
の
設
鷺
量
は
一
九
三
七

年
じ
は
一
億
五
千
五
百
恵
キ
ロ
ワ
ッ
ト

時
、
此
の
う
ち
約
九
十
三
%
は
人
口
，約
四

十
基
を
算
す
る
主
都
マ
ニ
ラ
が
占
め
て
ゐ

た
、
一
九
三
八
年
の
嘗
初
に
於
け
る
フ
イ

リ
ツ
ピ
ン
の
電
気
供
給
事
業
に
封
す
る
投

資
獄
は
総
計
五
千
百
三
十
ベ
ソ
絵
で
、
う

ち
?
ニ
ラ
電
気
曾
祉
が
三
干
九
百
九
十
高

ベ
ソ
、
其
の
他
政
米
利
加
資
本
闘
が
百
九

十
葛
ベ
ソ
、
プ
イ
リ
ツ
ピ
ン
の
地
方
闘
践

が
二
百
六
+
卜
高
ベ
ソ
其
の
他
フ
イ
リ
ツ
ピ

ン
資
本
圃
が
六
百
九
十
葛
ベ
ソ
等
で
あ
っ

1

1

101
そ

の
二
1

1

1

、

た
、
ァ
イ
リ
ツ
‘ピ
ン

で
は
瓦
斯
事
業
は
専

ー
ら
F.
米
利
加
の
掌
握

1tr 

て闘・業てす
ゐ睦はゐる
るの主る‘と
。 踏とがこ
前皆，し、ろ
言己にて 、7.Kと
の係地道な
?っ方事つ

市

一
ラ
電
気
曾
祉
は
出

フ

力
総
計
四
六
)
四
六

0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
汽

力
及
水
力
護
軍
所
を

てF

有
し
合
同
瓦
斯
電
気

曾
祉
の
コ
ン
ツ
エ
ル

に
属
し
て
ゐ
て
、
一

九
三
七
年
に
は
設
電

量
に
十
一
二
%
の
増
加

が
あ
り
、
此
の
曾
一
献

縞

韓 、

，'"¥ 

書F

. 
か
ら
供
給
冷
受
け
て
ゐ
る
需
要
家
は
総
計

、
約
十
三
菖
を
算
す
る
、
な
ほ
汽
カ
護
電
所
、、

で
使
用
す
る
石
茨
は
日
本
及
ぴ
印
度
克
那

か
ら
聡
入
さ
れ
る
。

。一一一 24，一一一
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主
都
?
ニ
ラ
は
電
気
消
費
重
姿
市
の
一

つ
で
あ
り
首
地
の
電
気
供
給
は
低
廉
な
工
'

場
動
力
用
料
金
と
炊
事
用
実
ひ
其
の
他
性

、

宅
用
の
有
利
な
・料
金
基
に
促
進
さ
れ
~
J

可

-成
り
の
高
度
の
設
建
を
遂
げ
て
ゐ
る
、
気

候
の
閥
係
か
ら
各
種
通
風
器
の
需
、一袋
が
著

し
く
多
く
気
温
調
節
器
は
一
久
三
七
年
川
崎
p

来
盛
に
用
ひ
ら
れ
る
や
う
に
な
り
、
新
住

宅
匝
劃
の
う
ち
に
は
気
溢
調
節
器
の
完
備

し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

十
九
三
七
年
に
は

フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
の
電
機
聡
入
は
前
年
に
比

L
約
四
十
%
増
加
し
て
一
一
三
、

0
0
0
4

ぺ
ソ
を
超
え
る
に
至
っ
た
。

一
九
三
六
年
に
政
府
は
.
電
気
供
給
改
込



の
目
附
を
以
て
、
計
撃
事
業
図
策
機
略
が

ル
ジ
ン
及
び
其
の
他
フ
イ
リ

ツ
ピ

ン
諸
島

、
の
設
生
水
力
を
調
査
し
併
せ
て
水
力
護
電

所
を
建
設
淫
樽
す
る
珠
定
で
あ
る
が
、
共

の
準
備
工
作
に
は
亜
米
利
加
陸
軍
所
属
の

世

界

二
名
の
技
師
が
参
却
し
て
ゐ
る
、

近
年

ア

イ
リ
ツ
ピ

ン
で
建
設
さ
村
た
小
規
模
な
護

電
所
は
主
と
し
て
デ
ィ
ー
ゼ
ル
設
備
で
あ

.，. 
Q 
0 

の

降

雨

地

方

一一大東軍共築闘の電筑事業展望一一

英
領
馬
家
の
春

一
九
三
六
年
の
調
査
資
料
に
依
れ
ば
大

九
弐
の
如
く
で
あ
る
。

設
電
所
教
・
:
・
:
一
七

O
個
所

費
電
設
備
容
量
・
:
:
・
一
六

O
、

0
0
0

キ

ロ

ワ

ッ

ト

設
生
電
力
量
(
甲
)
・
:
・:五

O
O、
0
0
.

。、O
O
O
K
W
H

年
負
荷
窄
・
;
:
三
五
・
七
%

人
口
一
人
嘗
電
力
量
・;・

一
O
六
K
W

H

(
総
人
口
四
百
七
十
儀
蔦
)

、

電
気
方
式
:
・
:
交
流
五

O
サ
イ
ク
ル

及

電直
O気流
二料
金五.
ギ
Jレ 4竺

タ 昆
1'& 

fデ Iζ

ム w
~H 
銭に

厘句

電
力
ー一
K
W
H
に
付

0
・
0
凶
五
ギ

ル
グ

l

(
三
銭
六
厘
)し/

海
峡
植
民
地
の

全
土
殆
ん
ど
五
度
凶
内
い
峨
崖
と
な
っ
て
ゐ
る
、
叉
ル
ソ
ン
島
南

の
赤
道
直
下
に
属
す
る
た
め
、
酷
暑
で
あ
部
に
は
多
数
の
孤
立
火
山
が
あ
る
。
ミ
ン

る
が
海
岸
に
接
す
る
た
め
常
に
涼
風
吹
き

f
l
f
ナ
オ
島
も
山
岳
地
帯
叫す
し
噴
火
山
J

↓

f
f

叉
駿
雨
が
多
い
の
で
割
合
に
凌
ぎ
易
い
、
〈
二
九
五
三
米
)
は
グ
パ
オ
轡
の
西
方
に

例
へ
ば
シ
ン
万
ポ
ー
ル
に
於
け
る
策
温
の
あ
り
、
島
内
第
一
の
高
山
で
あ
る
。

、如
ま
は
最
低
一
七
・
六
度
、
最
高
三
八
・
二
号
ン
ド
b
島
、
パ
ナ
イ
島
、
ネ
グ
ロ
ス

度
、
年
平
均
二
六
・
七
度
で
純
然
た
る
熱

/
，
島
、
パ

-
7
7
ン
島
等
も
皆
以
上
二
大
島
に

帯
性
議
温
を
示
し
て
ゐ
る
従
っ
て
気
温
の
似
た
山
岳
地
帯
で
あ
る
。

季
節
的
饗
化
も
甚
だ
少
い
、
卸
ち
最
低
月

た
る
一
月
の
平
均
気
温
は
婿
氏
二
五
・
七

度
、
最
高
月
た
る
五
月
の
平
均
気
溢
が
二

七
・
五
度
、
叉
七
月
の
平
均
気
温
が
二

-rt

設
備
二
個
あ
り
二
ーヶ
所
共
に
ぺ
ラ

ク
州
に
'

t

二
度
で
そ
の
差
が
非
常
に
少
く
、
完
全
に

あ
り
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
管

室

互

の

閣

で

あ

る

、

こ

の

地

白

熱
帯
多

る
も
の
で

は

な

い

。

雨

帯

に

麗

し

、

一

年

中

雨

体
極
め
て
多
い

一
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

b
雨
量
は
一
一
、
三
五
六
ミ

、
リ
に
蓬
し
、
世
界
で
雨
の
最
も
多
い
地
方

の
一
つ
で
あ
る
。

地
勢
風
土

~1(_ 

火
ー力
考泡
!;Dl.. 

.電
所
と
し
て
tま
王
な
る
も

の
，左
の
如
し
。

シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
:
:
一
一
一

一一
、
O
O
O
K

、
W

(
二
ケ
所
に
て
)

ピ
ナ
ン

:
;
二
ニ

)
0
0
0

?
ラ
ヅ
カ
:
:
:
二
二
、

0
0
0

ジ
ヨ
ホ

l
札

V

・i
・
-
一
二

3
0
0
O
HH

其
他
二
千
子
ロ

程
度
の
火
力
強
電
所
が

三
ヶ
所
程
あ
る
模
様
で
あ
る
が
明
か
で
な

1.'日一 ，
銭
111 
σ〉
自
家

用
と
し
I 
水
力
宣菱
電
所

設
電
用
石
炭
と
し
て
幾
何
程
使
用
せ
る

か
は
明
か
で
な
い
が
、
馬
来
の
石
炭
産
出

量
は
年
五
十
葛
屯
程
度
で
あ
る
か
会
之
を

全
部
議
官
用
に
使
用
す
β
も
の
と
保
定
サヤ

ば
年
約
五
億
K
W
H
の
護
軍
量
に
相
嘗
す

る
水
力
資
源
に
付
て
は
北
〈の
調
査
行
は
れ

宇
異
質
は
不
明
で
あ
る
が
、
北
部
地
方
の

深
山
に
は
標
高
三
千
米
に
及
ぶ
高
山
が
あ

る
か
ら
相
嘗
の
落
差
の
得
ら
る
る
こ
と
も

想
像
し
得
る
。

、

と訊

f長

/J /J 

ム
山
嶺
:
:
;
プ
イ
リ
ツ
ピ
J
群
島
中
最
太

島
た
る
ル
ソ
ン
島
は
数
簡
の
山
脈
全
島
を

南
北
に
縦
走
し
、
地
勢
一
般
に
多
山
で
あ

る
、
特
に
北
宇
は
山
獄
重
品
の
地
域
で
あ

る
、
カ
ガ
ヤ
ン
河
を
隔
て
〉
二
大
山
脹
が

併
走
し
、
東
方
わ
山
版
を
シ
ユ
ラ
マ
ド
レ

と
橋

L
、
太
平
洋
岸
に
迫
っ
て
接
近
じ
難

之
等
山
岳
地
帯
は
未
開
民
族
の
住
地
と

な
り
、
特
に
北
部
ル
ソ
ン
山
地
と
と
ン
ダ

ナ
オ
山
地
は
未
開
民
族
の
二
大
巣
窟
で
あ

4
Q
O
 

A

河
川
:
;
ル
ソ
ン
島
に
於
て
は
カ
が
ヤ

ン
川
が
最
も
著
名
で
、
其
の
源
は
ル
ソ
ン

中
央
部
の
カ
ラ
バ
オ
山
柑
に
援
し
、
念
流

，

を
な
し

ρ
》
北
に
走
っ
て
北
海
岸
に
注

• 

‘
ぐ
、
叉
カ
ガ
ヤ
ン
川
と
源
を
司
じ
く
し
て

，

然
か
も
前
者
と
反
針
に
南
へ
パ
パ
ン
が
平
〆

慌
討
を
流
れ
て
マ
ニ
ラ
、慢
に
注
ぐ
。
ハ
ン
パ
シ

ー

， 
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の
西
方
に
嘗
っ
て
マ
一
フ
一ナ
オ
湖
、
南
方
に

を
両
分
す
る
の
翻
が
あ
る
。
後
者
は
島
の

.
、
リ
グ
ア
サ
ン
湖
、
プ
ル
ア
ン
湖
、
其

ρ
他

多
数
の
湖
水
が
あ
る
。

、

A

風
雨
;
;
フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
の
気
候
は
ル

ソ
ン
島
を
は
じ
め
主
要
部
分
は
季
節
風
帯

に
あ
っ

て
、
四
月
半
よ
り
十
月
ま
で
南
西

の
モ
ン
ス
ー
ン
が
吹
い
て
全
島
じ
雨
を
も

た
ら
し
所
謂
雨
期
と
な
る
十
一
月
よ
り
二

f .... r 

¥ 

ず
川
か
あ
る
v

こ
の
川
の
流
挟
は
地
味
肥

沃
で
プ
イ
リ
ツ
ピ
ン
に
於
て
は
最
も
早
く

開
設
さ
れ
た
所
で
あ
る
。

弐
に
ル
ソ
ン
島
の
中
央
部
山
地
に
其
の

源
を
設
し
、
西
海
岸
の
リ
ン
ガ
毛
ン
憶
に

注
ぐ
マ
グ
メ
川
が
あ
り
、
更
に
パ
ト
湖
よ

り
サ
ン
ミ
ゲ
ル
簡
に
注
ぐ
ピ
コ

l
ル
川
も

注
ミ意
ン ーす

ダ ベ
ナ.き
オ )f!
島の
で ，ー
はつ
アで
クペ あ
サる
ン 。

]fI 
と

一一大東亜共柴闘の電気事業展望一一

ン
ダ
ナ
オ
川
が
著
名
で
あ
る
、
前
者
は
プ

ツ
ア
ン
川
と
も
呼
ば
れ
南
岸
泣
く
に
源
を

裂
し
て
北
海
岸
に
注
ヤ
大
河
で
あ
っ
て
、

ス
リ
ガ
オ
盆
地
「を
潤
し
、
ミ
ン
、グ
ナ
オ
島

中
央
に
源
を
設
し
聞
流
し
て
二
つ
に
分
れ

イ
ラ
ナ
簡
に
注
ぐ
3

ル
ソ
ン
、
ミ
ン
ダ
ナ

オ
雨
島
を
除
け
ば
島
も
小
さ
く
従
っ
て
河

川
の
大
な
る
も
の
も
な
い
、
唯
ネ
グ
ロ
ス

島
の
グ
ナ
オ
川
は
や
》
大
き
く
水
力
開
設

に
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
ら
う
。

A

湖
沼
:
・
・
;
ル
ソ
ン
島
に
於
て
は
パ
イ
湖

(
南
北
二
十
一
哩
、

東
泊
二
十
五
哩
)
で

あ
っ
て
、
附
近
の
山
地
よ
り
多
数
の
小
川

が
流
入
し
、
更
に
こ
の
湖
‘水
は
パ
シ
ツ

え

川
と

な
っ

て
マ
ニ

ラ
轡
に
注
ぐ。

ポ
ン
ポ
シ
湖
(
南
北
寸
四
問
、
束
尚
十

， 

11里

は十
湖御
中

ダ

lレ

火ー
山!
の'
あJ
る
事ー

を
以
て
世
に
聞
え
、
水
は
パ
ン
シ
ピ
恥ゾ
ト

川
と
な
っ
て
バ
ラ
ヤ
ン
留
に
注
「
。

，

此
の
升
に
カ
ガ
ヤ
シ
湖
(
長
径
七
哩
短

径
五
哩
)
パ
ト
湖
(
直
径
三
哩
〉
え
ヒ
湖

(
東
西
三
国
、
南
北
二
.
剛
一
半
)
あ
り
共
に

浅
水
で
あ
る
。

ミ
ン
グ
ナ
オ
島
は
ミ
ン
グ
・ナ
オ
の
語
源

が

口u
氾
濫
し
た
る
湖
』
の
意
を
有
す
る
だ

け
に
比
較
的
湖
水
が
多
い
。
ま
づ
中
央
部

に
マ
ギ
ン
ダ
ナ
オ
湖
(
一
名
ポ
ア
ヤ
ン
湖

東
西
二
十
哩
)
南
北
十
二
国
が
あ
り
、
主
〈

月
迄
の
四
ヶ
月
が
最
も
快
遁
の
季
節
で
あ

為
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
は
乾
雨
の
差
が
大
で

は
な
い
が
、
略
同
様
の
朕
態
に
あ
る
、
但

し
ル
ソ

γ
島
の
太
平
洋
岸
は
風
向
と
山
獄

と
の
関
係
で
雨
季
乾
季
の
別
が
此
の
逆
に

な
っ
て
居
る
、

全
島
は
熱
帯
幽
℃

あ
る
か

ち
気
温
は
高
い
が
必
ヤ
し
も
庫
矯
の
地
で

は
な
く
熱
帯
と
し
で
は
比
較
的
健
康
地
で

つ逼主主 二あ
ての上上る
人使よ ，謹
智、開り f せ
低け見る
三r -t-れ自
所大ば然
謂概大的
土来値 j康
民開に件
の地訟を
住ーで Fて交，
i塩、あ山逼U
占り地及
なてはぴ
っ従交関

て
居
る
可
海
岸
に
於
て
は
ル
ソ
ン
島
、
ミ

ン
ダ
ナ
オ
島
共
に
東
海
岸
ま
で
山
獄
泊
り

殆
ど
未
開
設
の
ま
〉
で
あ
る
が
、
西
岸
は

よ
く
開
設
せ
ら
れ
農
業
に
遁
す
る
平
野
多

く
文
化
民
族
の
占
擦
す
る
所
と
な
っ
て
ゐ

る
、
河
川
は
雨
の
季
洪
水
害
を
も
た
ら
，す

が
其
の
流
域
は
肥
沃
で
あ
っ
て
文
化
民
族

設
電
力
は
街
有
望

が
住
み
河
川
に
泊
ふ
て
交
通
も
開
け
て
居

る
所
が
多
い
、
湖
沼
地
方
は
イ
ラ
ナ
オ
湖

の
如
く
高
地
に
あ
る
も
の
は
比
較
的
快
適

で
あ
っ
て
、
利
用
も
な
さ
れ
・て
ゐ
る
科
大

部
分
は
利
用
せ
ら
れ
な
い
も
の
が
、
多
く

雨
季
の
溢
放
と
乾
季
の
潤
渦
の
差
が
著
し

い
篤
に
利
用
償
値
が
滅
ぜ
ら
れ
て
悟
る
、

ミ
ン
ド
ロ
島
の
沼
津
地
の
如
き
は
こ
れ
が

篤
に
却
っ
て
ほ
埠
需
の
地
と
な
わ
司
草
木
鳥

獣
と
疫
病
に
な
や
む
未
開
民
族
に
委
さ
れ

て
ゐ
る
、
北
緯
十
度
以
北
に
険
風
の
災
の

こ多多
とく U、
一、}
;じ.__

あ i也 ，占
る震、
。 の火

多山
心・帯

と属
もし
指火
摘山
すの
ベ爆
き設

'¥1 

} 

J

電
力
量
蘭
印
諸
島
の
八
割

ジ
ヤ
バ
島
の
春

一
、
ジ
ヤ
バ
の
電
気
事
業

ジ
ヤ
バ
島
は
其
の
形
、
細
長
く
中
央
に

通
JT
る
山
服
は
三
千
米
に
及
ぶ
高
山
多
く

河
川
は
念
勾
配
で
あ
っ
て
比
較
的
雨
量
に

め
ぐ
之
、打
て
ゐ
る
か
ら
、
水
力
設
一筑
地
鮪

現は
在中目
に足首
於多
げ敷
る ，• ~こ
護及
電ぶ
力も
v~ r7.コ

し

考-
J、、

ら
れ
る

官
皆
水
力
琵
琶
力
(
九
ケ
所
〉

七
三
、
三
五

O
K
W

北
(
の
他
の
水
力
設
電
力

四
九
、
四

O
OK
W
e

， 

J 
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自
家
用
水
力
護
電
力

一
、
六
O
O
K
W

小
計

一
二
回
、
三
五

O
K
W

此
の
件
に
火
力
議
電
力

合
計

三
六
、

O
O
O
K
W

一
六

O
、
三
五

O
K
W

繭
領
印
度
金
剛
院
の
護
電
力
は
現
在
一
九

一一a大東亜共柴陸!の電気事業展望一一

九
、
三

0
0キ
ロ
ワ
ッ

ト
で
あ
っ
て
、
此

の
内
の
約
八
割
が
本
島
に
於
け
る
翠
電
力

で
あ
る
、
従
っ
て
ジ
ヤ
ワ
島
以
外
引
の
ポ
ル

ネ
オ
、
ス

マ
ト
ラ
其
の
他
の
電
気
事
業
は

賓
に
微
々

た
る
も
の

で
あ
る
、
蘭
印
の一

九
九
三

0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
議
電
力
に
針

し
}
年
震
生
電
力
量
は
三
億
八
百
高
キ
ロ

ワ
ッ
ト
時
で
あ
る
か
ら
、
年
負
荷
率
は
一

七
・
七
%
に
遁
ぎ
歩
、
之
に
依
っ
て
も
明

か
な
如
く
電
気
は
主
と
し
て
電
燈
叉
は
其

の
他
の
家
庭
用
と
し
て
使
用
せ
ら
る
〉
も

の
で
、
工
業
用
と
し
て
は
見
る
べ
き
も
の

が
な
い
ゃ
う
で
あ
る
、
前
記
三
億
一八
百
菖

キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
の
八
割
、
即
ち
二
億
四
千

六
百
四
十
宮
内
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
を
ジ
ヤ
ワ
島

で
消
費
す
る
と
考
へ
る
と
人
口
一
人
嘗
り

消
費
電
力
量
は
五

・
九
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
に

7k遁
は ーぎ
農な
業 ι い
用、

.濯本
j既 島
と内
しの
て 多

/利く
〆用 の
し 河
て川
ゐの
る流

‘' ， 

轟
『

所
が
多
い
ゃ
う
で
あ
る
か
ら
設
電
用
に
使
F

用
す
る
場
合
に
は
充
分
調
査
研
究
す
る

と
が
必
要
で
あ
る
、
然
し
乍
ら
各
地
の
渓

谷
に
小
堰
堤
を
造
る
時
は
向
百
菖
キ
'ロ
ワ

ッ
ト
の
護
電
力
も
困
難
で
は
な
い
と
見
ら

れ
て
居
る
、
ジ
ヤ
バ
及
マ
ヅ
ラ
島
に
於
け

る
設
電
所
数

西
部
ジ

ヤ
パ

四 四
三九
ケケ
所所

中
部
ジ
ヤ
V
ハ

ジ
ヨ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ

五
ケ
所

ス
久
力
ル
タ

七
ケ
所

五
O
ケ
所

一
五
四
ケ
所

即
ち
護
電
力
に
比

L
3
震
電
所
教
の
多

hv
こ
と
は
個
々
の
震
電
所
出
力
が
比
較
的

小
な
る
こ
目と

¥
考
べ
ら
れ
、
仰
領
印
度
支

那
の
そ
れ
に
類
似
し
て
&
る
、
従
っ
て
詮

電
連
絡
の
如
、
ぎ
も
幼
稚
で
あ
ら
う
。

東
部
ジ
ヤ
パ

ρ、
r::I 

計
二
、
面
積
詑
に
人
口
、

ジ
ヤ
バ
島
の
総
面
積
は
三
三六一

七
四
、

一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
て
、
蘭
印

の
全
面
積
一
、
九

O
四
、
三
四
五
、
七
千

方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
封
し
、
約
七
分
弱
に

遁
ぎ
な
い
が
、
人
口
調
密
に
し
て
物
産
の

豊
富
な
こ
と
は
蘭
印
諸
島
中
第
一
で
あ
っ

て、

其
の
人
ロ
四
千
百
七
十
理
訟
人
(
一

九
三

O
年
現
在
〉
を

竹
井
し
、
蘭
印
紙
計
の

約
七
割
を
占
め
て
居

I : r、
三但
0:し
年ー
に九
至二
る O

ジ
ヤ
パ
の
人
口
増
加

あ率
るは。
かー
ら、

之七
を三
以1%
てで

せ
ば
一
九
四

O
年
は

約
七
千
二
百
草
人
に

蓮
す
る
)

=
一
、
地
形
及
地
質

東チとちは&
西エす/パ、西山
二リるタ部脹
O ポ セピの
。 ンラア北〆
キ aにンを海ジ
ロ マ至よ中 '岸ヤ
メるり心郎パ

-・ ，
" 

ゐ
ゐ
、
ス
ン
グ
海
峡
は
表
面
は
海
水
で
あ

l
下
ル
、
南
北
五

O
干
ロ
メ
ー
ト
ル
、
の

間
は
概
ね
平
原
で
あ
っ
て
、
中
東
南
部
は

山
服
を
隔
て
〉
所
々
に
小
平
原
を
成
じ
て

ぬ
る
。

る
が
、

海
底
は
全
く
火
山
で
あ
る
、
そ
の

中
央
に
有
名
な
ク
ラ
カ
タ
ウ
火
山
が
あ
る

ジ
ヤ
パ
島
の
西
端
に
は
。
ヌ
ロ
サ
リ
(高
度

二
三
四
六
米
)
と
カ
ラ
ン
全
両
度

一
i

'七
七
九
米
)
の
二
火
山
あ
り
、
そ
れ
よ
り

ー

山
脈
は
殆
ど
火
山
脹
来
で
あ
っ
て
、
そ

の
北
部
は
比
較
的
少
な
い
が
赤
道
を
逼
遁

r

し
、
南
緯
に
入
る
や
俄
然
大
噴
出
を
な
し

南
に
下
る
に
従
ひ
一

唐
大
噴
衡
を
な
し
て

東
の
バ

イ
テ
ン
ゾ
ル
グ
の
西
南
に
は
4
リ

-
7

ツ
ク
火
山
が
あ
り
、
之
と
東
方
に
針
立
し
・

街l市アヒ， タ
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て
ゐ
る
も
の
に
グ
ヂ
・
イ
ン
ゲ
ラ
ン
・
ゴ
火

山
-
(高
度
三
、

O
一
九
米
)
が
あ
る
、
何

れ
も
活
火
山
で
あ
る
。

バ
ン
ド
ン
高
除
を
摂
ん
で
、
北
に
噴
勢

微
弱
で
あ
る
が
、
タ
ン
タ
パ
ン
デ
ラ
ウ
火

J
M
が
あ
り
、
南
に
ゲ
シ
ト
!
ル
及
び
。ハ
。ハ

，ー→大東亜共，菜園の電気事業展望一一

ン
ダ
ヂ
ア
ン
雨
火
山
が
あ
る
、
こ
れ
は
相

嘗
強
大
で
あ
っ
て
こ
の
火
山
の
中
腹
に
は

大
谷
光
瑞
農
闘
が
あ
る
、
更
に
北
し
て
チ

エ
リ
ボ
シ
の
南
に
時
々
噴
火
す
る
チ
エ
レ

メ
ン
火
山
(
高
度
三
、

O
七
九
米
)
が
・
め

り
、
そ
の
形
状
は
我
が
富
士
山
に
よ
く
似

て
ゐ
る
の
で
邦
人
は
之
を
チ
エ
ザ
ボ
ン
宮

古
と
稲
し
て
ゐ
る
、
こ
れ
よ
り
や
》
間
隔

を
置
い
て
、
中
央
に
‘竺
フ
メ
ツ
ト
山
(高

度
三
、
四
二
八
米
〉
あ
り
、
ご
れ
は
ジ
ヤ

パ
第
二
の
高
凶
で
あ
る
、
火
山
版
ば
こ
れ

な濁一一 'よ
る立米三り
富し)五 ，東
士て南米南
山山火 ‘凶行
型 。服山スし
でををンて
あな噴ピス
るさ起ンン
。十一し ，，-..， .ド
、て 高 ロ
形ゐ度(
扶る三 高
は 、.、・度
秀共，三三
躍に七

マ
ゲ
一
フ
ン
の
平
原
を
隔
て
〉
ス
マ
ラ
ン

南
方
に
は
ウ
ン
一ガ
ル
ン
、
メ
ル
パ
フ
、
メ

ラ
ピ
の
三
火
山
あ
り
、
そ
の
東
に
」フ
ウ
、

ウ
ヰ
リ
ス
の
繭
火
叫
が
あ
り
、
何
れ
も
噴

e . 

ノl

七度ユ 火
三二 l 吏 ‘徴
一、(に弱
米六 高 東 'で
¥，J 五度しあ
のー三 ，てつ
大米、スて
火)三ラ'水
l.ll ク P三パ ー蒸
塊ル九ヤ気
をド米のに
噴 ( とど 南 、過
出高之にぎ
す度 7 アな
、一.入 ，ルい
こ、 甫 ヂ

テ
ン
ガ
ル
え
メ
ル
の
雨
大
火
山
あ
り
、
二

E

¥

現
在
は
全
く
死
隠
し
て
ゐ
る
が
有
名
な
瑚

の
火
凶
に
隣
接
し
て
ジ
ヤ
パ
山
眠
中
、
最
緋
栽
培
地
と
な
っ
て
ゐ
る
、
ぞ
の
西
南
方

，高
の
ス
〆
ル
火
山
(
高
度
三
、
六
七
六
米
中

、
に
ラ
ケ
ン
(
三
、
三
一
三
一
米
)
あ
り
凶
頂

に
別
に
噴
火
口
を
有
し
噴
焔
し

τゐ
る
。

〈
以
下
'次
競
)

の
火
山
と
相
封
し
て
マ
一
フ
シ
高
原
の
東
に

'
が
あ
る
、
こ
れ
に
東
し
て
大
平
原
を
隔
て

て
イ
ヤ
ン
会
二
、

O
八
八
米
)
百
高
峰
が
あ

る
、
更
に
東
もし
て
イ
!
デ
ン
大
火
山
あ
り

麹 ;t¥ 東 であり土事すと先般面弊士
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芝浦電 気 株式
替 業本 部

東 京市京 橋 区 銀 座西 5の 2
電 話銀 座 (57) 5 5 7 1 (8) 0 1 89 
電 略 「ケウバシ」 トシ ヱ イホン
替業本部企 劃 部普及課
東京市麹町民有柴町 lの 10三信ビル内
電話銀鹿 (57) 0 4 2 5 
電 略「 トウケウイウピン」ト シコ ウコクカ
欝業本部出張所

東京市京橋巨銀座西 5の 2
横須賀市大瀬町 3(鎌;合銀行ピノレ内〕
大阪市西淀川巨大仁東 2rD 6 

京都市下京巨四保通御技 lil了21 
炭島市大手町 1の 1 (千代凶ピル)
央市中通 8 rD 9 
繭岡市天制1. 111了 8

tl、倉 市大阪町 9丁目 112rDZ
佐世保市松浦町 3 0 
名古 屋 市中区蹟小路通 6の 3
住 友 ピ Jレ ーヂング内
仙~?*- 市岡分J!lf 4 の 159
札幌市南二僚治西 4 の 2
北 i毎ピルヂング内
京城府長谷川町 7 4 
近海ピノレヂング内
金津市石浦町23(中越銀行金酌11央乏l苫3階〉
華北市本町 2 の 6 9 
上海北四川路 875 競
青島市山東路 216競(断輿電気公司内)
天津日 本 租界伏見街 16番地
北京西披和平門内 醤 簾子胡同 10 
尚南市緯三路 10 6厚手JJ 街
民東悪愛中路 168 波

頁 庖
東京市京橋監銀座西 5の2
東京市・四 谷 区新宿 3の 12 
3長京市溢谷区上巡り 3のヌ丹
東京市慶応匝池袋 2の 8丹5
東京r!ï 本郷区本郷 3TL~1~野地
宇都 宮 市大工iSf 4 7 0の 1
前橋市笠田J u の 1 2 
水戸市泉町 2 の 1 0 3 5 
叩府 rri 柳田J 3 0 
熱海市熱海学滋]lIJ ~S5 の 1
大阪市南極心弾橋筋 lの25
京都市下京医四後通御波町 21 
岡山市下之町 5 9 
:lR:市中 i湿り 8 の 9
広 山 市中町 8 の ー1
踊井市佐佳枝上町 50の 1
余海市片岡T 4 6 
{UJ 護市東一番丁 7 0 
松山市湊田iJ 3 の 8 6 
鹿児島市東千石岡r1 1 7 
4、会市京国J 8 6 
揺岡市下新 川 端町 4 8 
京城市本田r 2の 106
釜山府野天町 2 の 43 
蹟ぬ市字削屋町 2 5 呑地
新潟市古町通り五番目J60 0 ~易地

鮭合医罰
圃....... 

忠東

電 訴日 {代表団5571(6) 
銀 座 ~ t悶 189  
電話 様須賀 1 5 1 1 
電話 三 [代表 3551(4) 
福 島ご1代表団3651(6) 
電話本局 J1196

Ll 1 9 8 
電話中 (2) 2 8 3 2 

電話央 4 7 8 8 

電話西 (2)2 5 3 4 (4) 
f6 1 9 

電話 11OA3 8 
電話佐世保 4 957  

(2 5 9 7 
電話本局国 12 :5 9 8 
電話国 133 2 

5豆諸 国 989

(2 9 8 9 
電話本局 148 ;; :， 
電 話国 15 4 7 
r ~ヨ 2 7 2 '.¥ 電話t凶 f l 6 6 0 R 

電話上様 45 2 6 7 

電話 8 4 7 9 
電話 (2)1243・(2)2995
電話南 225 7 

電話

電話

京

賀

阪

都

島

岡
倉
保
屋
蓋
腕
城
津
北
海
島
津
京
南
東

須

央

1世
古
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横

大

京

債

一
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小
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名
仙
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上
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天
北
河
康 1 1 2 7 2 

1
1
9
0
0
6
1
3
5
9
9
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0
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0
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島

東

座
八
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ハ合
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機

別
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南

局

山
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勾

分

局

山

J
潟

銀

問

溢

大

小

甲

本

回

附

腐

小

一

刷

本

釜

一

宮

訓

話
話
話
詩
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語
話
話
話
話
諾
諾
諾
諾
諾
話
話
話
話
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語
話
話
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話
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電
電
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電
電
電
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略
電
電
電
電
電
電
電
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電
電
電
電
穏
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座
宿
谷
袋
郷
営
穏
戸
府

機

橋

郡

山

山

弁
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山
由
同
倉
岡
城
山
由
州
潟

都

一

列

P

央

児

銀
新
溢
品
抽
象
字
前
水
叩
熱
心
京
関

箆
繭
金
仙
松
島
小
繭
京
釜
院
新

洲東京電気株式曾

新京特別市興安 jffi.30(坂井忠ピル)
(2-2 5 1 0 2-2 5 19 

電 話 {2-2 5 1 8 2-2 8 6 4 

出張所
大連市・大山 i湿り 6 6 
大山ビノレヂング内

宣伝天市大和臣説武街 3段第 3~露
泰東ビノレヂング内

通土浦

{国2-9201
2-9 20 2 2-3800 

電話本局{~ミ; !?j
話{~二::;;
話 4 7 7 5 

話電連大

=ヱコノ、、奉
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